
は

じ

め

に

「
日
本
組
合
基
督
教
会
系
新
聞
に
見
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
」（
以
下
、
基
督
教
々
育
同
盟
会
を
「
教
育
同
盟
会
」
と
略
記
す
る
）

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
二
度
論
文
を
発
表
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
り
、
完
結
編
で
も
あ
る
。

「
日
本
組
合
基
督
教
会
系
新
聞
に
見
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
（
一
）」（『
国
際
文
化
論
集
』
第
十
八
巻
第
二
号
、
所
収
）
で
は
、
調

査
対
象
を
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
六
年
三
月
ま
で
と
し
、
教
育
同
盟
会
設
立
に
至
る
い
き
さ
つ
を
検
討
し
た
。「
日
本
組
合
基
督
教

会
系
新
聞
に
見
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
（
二
）」（『
国
際
文
化
論
集
』
第
十
九
巻
第
二
号
）
で
は
、
教
育
同
盟
会
設
立
（
一
九
〇
六
年

四
月
）
以
降
一
九
二
六
年
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
比
較
的
順
調
に
推
移
し
た
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
に
は

個
々
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
や
日
曜
学
校
協
会
な
ど
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
い
う
活
動
目
標
を
共
通
に
す
る
一
面
が
確
認
で
き
た
。
他

方
、
教
会
同
盟
会
や
基
督
教
連
盟
な
ど
と
は
時
事
問
題
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
は
い
わ
ゆ
る
戦

日
本
組
合
基
督
教
会
系
新
聞
に
見
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
（
三
）

塩

野

和

夫

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
二
十
巻

第
二
号

二
三
九－

二
七
五
頁

二
〇
〇
六
年
二
月

－２３９－



Ｅ

皇
室
や
神
道
に
関
す
る
記
事

Ｆ

そ
の
他
、
関
連
記
事

抽
出
し
た
関
連
記
事
数
を
表
記
し
た
も
の
が
、「
表
一

日
本
組
合
基
督
教
会
系
新
聞
に
お
け
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事

一

九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月
」
で
あ
る
。

表
一

日
本
組
合
基
督
教
会
系
新
聞
に
お
け
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月

「
表
一
」
に
挙
げ
た
記
事
数
は
、
教
育
同
盟
会
に
関
係
す
る
記
事
を
す
べ
て
抽
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
主
要
な
関
連
記

事
は
ほ
ぼ
抽
出
し
た
。
ま
た
、
記
事
数
も
教
育
同
盟
会
の
動
向
を
把
握
す
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
関

す
る
動
向
及
び
各
事
項
と
教
育
同
盟
会
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
抽
出
し
た
記
事
で
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

年

一
九
二
七

一
九
二
八

一
九
二
九

一
九
三
〇

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
三
六

一
九
三
七

記
事
数

六
九

八
六

九
四

一
一
四

一
三
四

九
六

九
一

六
五

一
〇
五

四
一

五
六

累

計

六
九

一
五
五

二
四
九

三
六
三

四
九
七

五
九
三

六
八
四

七
四
九

八
五
四

八
九
五

九
五
一

年

一
九
三
八

一
九
三
九

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
二

記
事
数

五
九

一
一
一

一
二
七

九
四

七
六

累

計

一
〇
一
〇

一
一
二
一

一
二
四
八

一
三
四
二

一
四
一
八
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前
と
戦
中
に
お
け
る
活
動
期
間
の
ほ
ぼ
半
ば
に
相
当
す
る
。

本
稿
は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月
ま
で
を
検
討
対
象
と
す
る
。
そ
の
期
間
は
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
活
動
期
間
の
後
半
期

に
当
た
り
、
い
わ
ゆ
る
十
五
年
戦
争
（
一
九
三
一
年－

一
九
四
五
年
）
と
ほ
ぼ
時
期
が
重
な
る
。
な
お
、
一
九
四
一
年
六
月
に
日
本
基

督
教
団
が
成
立
し
た
た
め
、
日
本
組
合
基
督
教
会
は
解
散
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
二
年
の
新
聞
発
行
所
は
「
日
本
基
督
教
団
第
三

部
事
務
所
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
の
名
称
は
『
基
督
教
世
界
』
を
継
承
し
た
が
、
号
数
は
『
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
時
報
』
の
号

数
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
二
年
の
新
聞
号
数
は
そ
れ
ま
で
の
『
基
督
教
世
界
』
か
ら
は
食
い
違
っ
て
い
る
。

本
稿
で
抽
出
し
た
関
連
記
事
の
分
類
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
と
の
一
貫
性
を
考
慮
し
て
、
従
来
の
分
類
に
従
っ
た
。

一

関
連
記
事
の
分
類

�一

関
連
記
事
の
抽
出

検
討
対
象
と
す
る
時
期
の
新
聞
名
称
は
、
い
ず
れ
も
「
基
督
教
世
界
」
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
記
事
と
し
て
抽
出
す
る
分
類
は
従
来

の
も
の
に
従
っ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ

基
督
教
々
育
同
盟
会
に
関
す
る
記
事

Ｂ

キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
関
す
る
記
事

Ｃ

日
曜
学
校
協
会
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
す
る
記
事

Ｄ

キ
リ
ス
ト
教
の
団
体
や
運
動
に
関
す
る
記
事

－２４０－



「
表
二

基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
の
分
類

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月
」
の
分
析
を
こ
こ
で
は
簡
潔
に
行
っ
て
お

く
。「

Ａ

基
督
教
々
育
同
盟
会
に
関
す
る
記
事
」
は
や
は
り
少
な
い
。
し
か
し
、
前
半
期
（
一
九
一
〇
年
四
月－

一
九
二
六
年
）
と
比

べ
る
と
、
約
三
倍
に
増
え
て
い
る
。
増
加
し
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
前
半
期
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
教
育
同
盟
会
総
会
の

記
事
が
、
そ
れ
以
上
の
頻
度
（
二
七
年
、
二
九
年
、
三
一
年
、
三
三
年
、
三
四
年
、
三
六
年
、
三
年
、
三
九
年
）
で
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
総
会
以
外
で
教
育
同
盟
会
が
催
し
た
夏
期
学
校
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
新
た
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
教

育
同
盟
会
が
関
係
し
た
行
事
で
記
事
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
後
半
期
に
入
る
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
分
野
で
教

育
同
盟
会
が
存
在
感
を
増
し
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
教
育
同
盟
会
の
動
向
を
知
る
た
め
に
追
加
資
料
を
用

一
九
三
三

四

二
三

一
二

三
三

四

一
五

九
一

一
九
三
四

四

一
〇

九

三
一

五

六

六
五

一
九
三
五

〇

四
〇

九

三
六

八

一
二

一
〇
五

一
九
三
六

三

一
六

二

一
〇

三

七

四
一

一
九
三
七

一

一
二

四

二
一

一

一
七

五
六

一
九
三
八

二

一
一

一

二
一

一
〇

一
四

五
九

一
九
三
九

三

二
三

六

三
一

五

四
三

一
一
一

一
九
四
〇

二

二
二

五

三
三

一
八

四
七

一
二
七

一
九
四
一

〇

一
三

一
〇

四
三

三

二
五

九
四

一
九
四
二

一

九

三

二
一

五

三
七

七
六

合

計

二
八

（
一
〇
）

三
〇
二

（
三
八
九
）

一
一
一

（
三
二
四
）

四
九
七

（
三
五
五
）

一
三
四

（
一
七
三
）

三
四
六

（
三
〇
一
）

一
四
一
八

（
一
五
五
二
）
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�二

関
連
記
事
の
分
類

「
表
一
」
は
、
教
育
同
盟
会
に
関
連
し
た
記
事
数
を
年
毎
に
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
連
記
事
の
全
体
的
な
動
向

の
姿
を
「
表
一
」
で
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
記
事
の
内
容
は
「
表
一
」
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
関
連
記
事
の
内
容
を

知
る
た
め
に
は
、「
Ａ

基
督
教
々
育
同
盟
会
に
関
す
る
記
事
」
か
ら
「
Ｆ

そ
の
他
の
関
連
記
事
」
の
分
類
に
し
た
が
っ
た
区
分
が

必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
教
育
同
盟
会
関
連
記
事
を
「
Ａ
」
か
ら
「
Ｆ
」
の
分
類
に
従
っ
て
区
分
し
た
。「
表
二

基
督
教
々
育
同
盟

会
関
連
記
事
の
分
類

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月
」
で
あ
る
。

表
二

基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
の
分
類

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
九
月

＊
各
項
目
の
合
計
数
の
左
横
に
（

）
内
に
入
れ
た
数
字
が
あ
る
。
こ
の
数
値
は
一
九
一
〇
年
四
月
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
の
同
じ
項
目
の
記
事

合
計
数
で
あ
る
。

Ａ

基
督
教
々

育
同
盟
会
に
関

す
る
記
事

Ｂ

キ
リ
ス
ト

教
系
学
校
に
関

す
る
記
事

Ｃ

日
曜
学
校

協
会
な
ど
キ
リ

ス
ト
教
教
育
に

関
す
る
記
事

Ｄ

キ
リ
ス
ト

教
の
団
体
や
運

動
に
関
す
る
記

事

Ｅ

皇
室
や
神

道
に
関
す
る
記

事

Ｆ

そ
の
他
の

関
連
記
事

合

計

一
九
二
七

一

一
二

九

三
一

七

九

六
九

一
九
二
八

〇

一
五

一
一

二
三

二
三

一
四

八
六

一
九
二
九

二

二
六

八

三
四

八

一
六

九
四

一
九
三
〇

一

一
三

四

四
四

二
四

二
八

一
一
四

一
九
三
一

一

三
三

一
三

四
七

三

三
七

一
三
四

一
九
三
二

三

二
四

五

三
八

七

一
九

九
六
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〇
年
代
に
入
る
と
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
存
立
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
神
社
問
題
が
掲
載
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
Ｆ

そ
の
他
の
関
連
記
事
」
は
、「
Ａ
」「
Ｄ
」
と
同
様
に
後
半
期
に
記
事
数
を
増
や
し
て
い
る
。「
表
三
」
と
「
表
四
」
を
見
る

と
、
こ
の
時
期
に
は
様
々
な
出
来
事
や
主
張
の
多
く
が
「
Ｆ
」
の
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
基
督
教
世
界
』
は
一
九
三
〇
年
代

前
半
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
平
和
な
ど
に
つ
い
て
報
道
し
、
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
記
事
内
容

は
戦
時
体
制
に
迎
合
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
中
で
な
お
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
確
保
で
き
た
内
容
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。

�三

史
料
と
論
説

抽
出
し
た
記
事
に
は
多
く
の
史
料
と
論
説
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
稿
に
お
い
て
基
本
的
な
検
討
対
象
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
に
お
い
て
も
価
値
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
史
料
の
一
覧
表
と
し
て
「
表
三

日
本
組
合
教
会
系
新
聞

（
一
九
二
七
年－

一
九
四
二
年
九
月
）
の
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
に
お
け
る
史
料
一
覧
表
」
を
、
論
説
の
一
覧
表
と
し
て
「
表

四

日
本
組
合
教
会
系
新
聞
（
一
九
二
七
年－

一
九
四
二
年
九
月
）
の
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
に
お
け
る
論
説
一
覧
表
」
を
、

作
成
し
た
。
な
お
、「
発
行
年
月
日
」
は
い
ず
れ
も
西
暦
を
用
い
、
冒
頭
の
「
一
九
」
を
省
略
し
て
い
る
。

表
三

日
本
組
合
教
会
系
新
聞
（
一
九
二
七
年－

一
九
四
二
年
九
月
）
の
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
に
お
け
る
史
料
一
覧
表

番

号

号

数

発
行
年
月
日

項

目

表

題

Ａ
関
連
記
事

三
五
四

二
四
四
一

三
〇
年
一
一
月
一
三
日

教

界

基
督
教
々
育
同
盟
総
会
（
長
谷
川
初
音
）

四
八
五

二
四
九
四

三
一
年
一
一
月
一
九
日

教

報

大
阪
に
開
か
れ
た
基
督
教
々
育
同
盟
総
会
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い
る

（
１
）

。
「
Ｂ

キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
関
す
る
記
事
」
は
、
前
半
期
と
比
較
す
る
と
若
干
記
事
数
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
な
お
記
事
数
は
多

い
。
前
期
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
変
化
は
、
掲
載
さ
れ
る
記
事
に
組
合
教
会
系
学
校
へ
の
集
中
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
表
三
」
を
見
る
と
梅
花
女
学
園
関
連
の
記
事
が
多
く
、「
表
四
」
で
は
同
志
社
関
連
の
記
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
戦
時
体
制
下
に

あ
っ
て
組
合
教
会
系
学
校
を
報
道
す
る
必
要
性
が
増
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
Ｃ

日
曜
学
校
協
会
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
す
る
記
事
」
が
、
記
事
数
を
大
き
く
減
ら
し
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
前
半

期
で
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
中
心
的
な
組
織
、
あ
る
い
は
活
動
の
担
い
手
と
し
て
日
曜
学
校
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
後
半
期
に
も
日
曜

学
校
活
動
の
関
連
記
事
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
扱
い
方
は
明
ら
か
に
前
半
期
の
よ
う
で
は
な
い
。
戦
時
体
制
下
に
お
い

て
は
、
広
範
な
キ
リ
ス
ト
教
活
動
よ
り
も
新
し
い
状
況
に
対
応
す
る
組
織
や
活
動
に
関
心
が
向
い
た
。
そ
の
た
め
に
、「
Ｃ
」の
記
事
数

は
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
Ｄ

キ
リ
ス
ト
教
団
体
や
運
動
に
関
す
る
記
事
」
は
、
後
半
期
に
最
も
記
事
数
を
増
や
し
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
後
半
期
に

お
け
る
「
Ｄ
」
の
特
色
と
し
て
ま
ず
、
前
半
期
で
扱
っ
て
い
た
団
体
（
基
督
教
連
盟
、
共
励
会
、
矯
風
会
、
禁
酒
運
動
な
ど
）
が
後
半

期
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
後
半
期
に
活
動
を
始
め
た
い
く
つ
か
の
団
体
（
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
神
の
国

運
動
、
社
会
的
基
督
教
、
福
音
学
校
な
ど
）
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
『
基
督
教
世
界
』
が
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
基

督
教
諸
団
体
の
動
向
を
多
く
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
Ｅ

皇
室
や
神
道
に
関
す
る
記
事
」
は
若
干
記
事
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
Ｅ
」
に
分
類
さ
れ
た
記
事
が
持
つ
意
味
は

む
し
ろ
重
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半
期
と
同
様
に
天
皇
の
代
替
わ
り
に
伴
う
出
来
事
な
ど
が
報
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
一
九
三
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九
四

二
三
一
四

二
八
年
五
月
一
七
日

教

界

梅
花
女
学
校
通
信

一
六
三

二
五
三
〇

二
九
年
一
月
三
一
日

教

界

四
国
唯
一
の
基
督
教
主
義
松
山
女
学
校
の
教
育
方
針
並
実
際

一
八
八

二
三
五
八

二
九
年
三
月
二
八
日

教

界

同
志
社
神
学
部
卒
業
生
四
国
伝
道
旅
行
記

四
五
二

二
四
七
八

三
一
年
七
月
三
〇
日

教

界

日
本
組
合
基
督
教
会
第
一
回
関
係
諸
学
校
連
合
教
師
修
養
会

（
詳
報
）

四
七
〇

二
四
八
八

三
一
年
一
〇
月
八
日

教

界

基
督
教
保
育
連
盟
の
成
立

五
一
七

二
五
〇
八

三
二
年
三
月
三
日

教

報

基
督
教
主
義
学
校
代
表
者
協
議
会

五
二
九

二
五
一
四

三
二
年
四
月
一
四
日

教

報

神
戸
女
子
神
学
校
社
会
事
業
科
特
設
に
つ
い
て

七
三
〇

二
六
三
五

三
四
年
八
月
二
三
日

今
夏
に
於
け
る
女
子
神
学
校
の
成
果

七
八
三

二
六
六
九

三
五
年
四
月
二
五
日

教

報

梅
花
女
学
校
通
信

七
九
四

二
六
七
四

三
五
年
五
月
三
〇
日

同
志
社
創
立
六
十
周
年
記
念
学
術
連
続
講
演

八
一
八

二
六
八
四

三
五
年
八
月
八
日

基
督
教
主
義
学
校
教
育
の
徹
底
を
討
議

八
三
五

二
六
九
四

三
五
年
一
〇
月
一
七
日

学
校
内
宗
教
教
育
協
議
会

八
五
〇

二
七
〇
一

三
五
年
一
二
月
五
日

全
国
基
督
教
協
議
会
と
基
督
教
連
盟
総
会
（
今
泉
）

九
〇
七

二
二
六
七

三
七
年
三
月
二
五
日

同
志
社
教
育
綱
領

九
一
四

二
七
七
四

三
七
年
五
月
一
三
日

創
立
六
十
周
年
を
祝
し
た
大
阪
に
於
け
る
女
子
教
育
の
先
駆

梅
花
高
等
女
学
校

九
七
九

二
八
三
一

三
八
年
六
月
二
三
日

梅
花
学
園
通
信

一
〇
〇
三

二
八
五
〇

三
八
年
一
一
月
三
日

梅
花
学
園
通
信

一
〇
〇
九

二
八
五
六

三
八
年
一
二
月
一
五
日

梅
花
学
園
通
信

一
一
二
五

二
九
〇
九

四
〇
年
一
月
一
日

梅
花
学
園
通
信

一
一
七
四

二
九
二
五

四
〇
年
四
月
二
五
日

梅
花
学
園
通
信

一
二
〇
七

二
九
四
一

四
〇
年
八
月
一
五
日

組
合
教
会
関
係
諸
学
校
連
合
第
十
回
宗
教
教
育
協
議
会
懇
談
会

一
二
一
一

二
九
四
二

四
〇
年
八
月
二
二
日

組
合
教
会
関
係
諸
学
校
連
合
第
十
回
宗
教
教
育
協
議
会
懇
談
会
二
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五
五
〇

二
五
二
五

三
二
年
六
月
三
〇
日

日
本
基
督
教
々
育
同
盟
関
西
教
育
研
究
委
員
会

五
六
三

二
五
二
九

三
二
年
七
月
二
八
日

夏
の
催
し

基
督
教
学
校
教
師
夏
期
学
校

五
六
四

二
五
三
一

三
二
年
八
月
一
一
日

御
殿
場
に
於
け
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
主
催
の
夏
期
学
校

六
二
五

二
五
六
九

三
三
年
五
月
一
一
日

教
界
瞥
見

基
督
教
々
育
同
盟
の
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
定
る

六
五
九

二
五
八
七

三
三
年
九
月
一
四
日

基
督
教
々
育
同
盟
第
二
十
二
回
総
会

六
八
四

二
六
〇
一

三
三
年
一
二
月
二
一
日

教
育
同
盟
役
員

七
二
八

二
六
三
三

三
四
年
八
月
九
日

基
督
教
教
育
同
盟
主
催
御
殿
場
夏
期
学
校
（
南
石
）

七
四
六

二
六
四
六

三
四
年
一
一
月
八
日

基
督
教
教
育
同
盟
会
の
総
会

八
七
六

二
七
二
二

三
六
年
五
月
七
日

時
局
に
対
す
る
基
督
教
学
校
の
態
度
等
を
も
協
議
し
た
委
員
会

八
八
五

二
七
三
六

三
六
年
八
月
一
三
日

御
殿
場
東
山
荘
に
於
け
る
基
督
教
学
校
校
長
会

九
五
七

二
八
一
一

三
八
年
二
月
三
日

時
局
と
基
督
教
学
校
の
問
題
を
懇
談
し
た
全
国
基
督
教
教
育

同
盟
理
事
会

九
七
八

二
八
三
〇

三
八
年
六
月
一
六
日

緊
急
裡
に
協
議
を
進
め
た
基
督
教
教
育
同
盟
会

一
〇
六
三

二
八
八
五

三
九
年
七
月
一
三
日

国
民
教
育
に
関
す
る
宗
教
的
指
導
に
関
す
る
進
言

一
〇
七
〇

二
八
八
八

三
九
年
八
月
三
日

日
米
通
商
条
約
破
棄
ニ
ュ
ー
ス
報
道
下
の
基
督
教
々
育
同
盟

会
主
催

基
督
教
主
義
学
校
協
議
会

一
一
一
八

二
九
〇
六

三
九
年
一
二
月
七
日

教
界
動
向

第
二
十
七
回
基
督
教
教
育
同
盟
会
総
会
（
Ｔ
生
）

一
一
八
六

二
九
三
九

四
〇
年
六
月
一
三
日

教
会
通
信

基
督
教
教
育
家
と
文
部
大
臣
の
会
見

一
二
一
四

二
九
四
五

四
〇
年
九
月
一
二
日

樹
立
さ
れ
ん
と
す
る
基
督
教
新
体
制
（
抱
石
生
）

Ｂ
関
連
記
事

五

二
二
四
七

二
七
年
一
月
二
七
日

新
同
志
社
の
建
設

一
一

二
二
四
八

二
七
年
二
月
三
日

教

界

梅
花
女
学
校
通
信

五
二

二
二
八
〇

二
七
年
九
月
一
五
日

教

界

梅
花
女
学
校
近
況

七
一

二
二
九
七

二
八
年
一
月
一
九
日

教

界

宗
教
教
育
調
査
並
び
に
梅
花
女
学
校
通
信
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九
八

二
三
一
六

二
八
年
五
月
三
一
日

教

界

京
都
青
年
連
盟
会
発
会

一
〇
三

二
三
一
九

二
八
年
六
月
二
一
日

教

界

全
国
基
督
教
協
議
会
（
詳
報
）

一
〇
四

二
三
一
九

二
八
年
六
月
二
一
日

教

界

第
一
回
基
督
教
音
楽
夏
期
講
習
会

一
〇
五

二
三
二
〇

二
八
年
六
月
二
八
日

教

界

全
国
基
督
教
協
議
会
（
続
報
）（
詳
報
）

一
〇
七

二
三
二
〇

二
八
年
六
月
二
八
日

教

界

四
国
共
励
会
連
盟
大
会

一
一
一

二
三
二
三

二
八
年
七
月
一
九
日

教

界

北
陸
連
合
共
励
会
創
立

一
五
一

二
三
四
一

二
八
年
一
一
月
二
二
日

教

界

第
六
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
（
詳
報
）

一
五
二

二
三
四
二

二
八
年
一
一
月
二
九
日

教

界

仏
耶
両
信
者
が
中
心
と
な
っ
て
京
都
廃
娼
期
成
同
志
会
生
む

一
六
八

二
三
五
一

二
八
年
二
月
七
日

公
娼
制
度
廃
止
運
動
京
都
実
戦
記
（
駒
井
静
江
）

一
九
七

二
三
六
二

二
九
年
四
月
一
八
日

教

界

東
京
基
督
教
女
子
青
年
会

二
一
〇

二
三
七
〇

二
九
年
六
月
二
〇
日

教

界

第
四
回
廃
娼
同
志
大
会

二
二
四

二
三
七
八

二
九
年
八
月
一
五
日

教

界

社
会
問
題
協
議
会

二
四
〇

二
三
九
〇

二
九
年
一
一
月
一
四
日

神
の
国
運
動
宣
言

二
五
一

二
三
九
七

三
〇
年
一
月
九
日

教

界

神
の
国
運
動
宣
言
文
（
抜
粋
）

二
八
三

二
四
〇
九

三
〇
年
四
月
三
日

国
際
連
盟
宗
教
委
員
会
の
軍
縮
に
関
す
る
決
議

三
三
九

二
四
三
五

三
〇
年
一
〇
月
二
日

教

界

諸
教
派
合
同
に
関
す
る
共
同
調
査
委
員
会
の
修
正
案

三
四
七

二
四
三
九

三
〇
年
一
〇
月
三
〇
日

教

界

第
八
回
日
本
基
督
教
連
合
総
会

四
二
〇

二
四
七
〇

三
一
年
六
月
四
日

教

界

連
合
共
励
会
運
動
近
況
（
重
松
幹
事
）

四
四
七

二
四
七
七

三
一
年
七
月
二
三
日

第
一
回
農
村
問
題
協
議
会
宣
言

四
五
一

二
四
七
八

三
一
年
七
月
三
〇
日

第
四
十
一
回
基
督
教
青
年
会
夏
季
学
校
宣
言
書

四
七
一

二
四
八
八

三
一
年
一
〇
月
八
日

教

界

社
会
的
基
督
教
関
西
連
盟
成
る

四
七
二

二
四
九
〇

三
一
年
一
〇
月
二
二
日

青
年
信
徒
連
盟
全
国
大
会
（
錦
織
幹
事
）

四
七
六

二
四
九
一

三
一
年
一
〇
月
二
九
日

満
州
事
変
と
基
督
教
連
盟

五
〇
七

二
五
〇
五

三
二
年
二
月
一
一
日

教

報

第
六
回
京
都
青
年
連
盟
総
会
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一
二
三
七

二
九
五
四

四
〇
年
一
一
月
一
四
日

同
志
社
神
学
部
学
科
改
定
に
つ
い
て
（
佐
野
勝
也
）

一
二
五
九

二
九
六
五

四
一
年
二
月
六
日

同
志
社
大
学
神
学
科
学
科
課
程
の
改
正

一
二
六
六

二
九
七
〇

四
一
年
三
月
一
三
日

教

報

興
亜
神
学
科
聴
講
制
の
新
設

一
二
七
八

二
九
七
七

四
一
年
五
月
一
日

教

報

同
志
社
の
近
況

Ｃ
関
連
記
事

二
四

二
二
五
八

二
七
年
四
月
一
四
日

教

界

日
本
日
曜
学
校
協
会
第
十
六
回
大
会

五
二
四

二
五
一
一

三
二
年
三
月
二
四
日

教

報

日
曜
学
校
協
会
京
都
連
盟
総
会

七
四
九

二
六
四
八

三
四
年
一
一
月
二
二
日

日
本
日
曜
学
校
協
会
に
於
け
る
決
定
の
諸
事
項

七
八
七

二
六
七
一

三
五
年
五
月
九
日

第
二
十
二
回
日
本
日
曜
学
校
大
会
（
Ｓ
・
Ｎ
生
報
）

八
三
三

二
六
九
四

三
五
年
一
〇
月
一
七
日

日
曜
学
校
教
育
協
議
会

九
一
一

二
七
七
一

三
七
年
四
月
二
二
日

名
古
屋
に
開
か
れ
た
る
第
二
十
一
回
日
曜
学
校
大
会

一
〇
四
一

二
八
七
二

三
九
年
四
月
一
三
日

第
二
十
二
回
日
本
日
曜
学
校
大
会
記

Ｄ
関
連
記
事

四

二
二
四
六

二
七
年
一
月
二
〇
日

宗
教
法
案

と
教
界

基
督
教
連
盟

一
八

二
二
五
三

二
七
年
三
月
一
〇
日

宗
教
法
案
に
対
す
る
組
合
教
会
の
行
動

二
八

二
二
六
一

二
七
年
五
月
五
日

教

界

名
古
屋
基
督
教
連
盟
の
成
立

三
二

二
二
六
四

二
七
年
五
月
二
六
日

教

界

世
界
宣
教
会
議
（
詳
報
）

三
六

二
二
六
五

二
七
年
六
月
二
日

大
阪
市
基
督
教
会
連
盟
起
草
案

三
八

二
二
六
七

二
七
年
六
月
一
六
日

教

界

廃
娼
大
会
（
郭
清
矯
風
連
合
年
会
）（
西
内
）

四
六

二
二
七
二

二
七
年
七
月
二
一
日

教

界

日
暮
里
愛
隣
団
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

五
六

二
二
八
六

二
七
年
一
〇
月
二
七
日

第
五
回
基
督
教
連
盟
総
会
記
事
（
詳
報
）

五
九

二
二
八
八

二
七
年
一
一
月
一
〇
日

貧
民
街
の
十
年
（
冨
田
栄
子
）

七
四

二
二
九
八

二
八
年
一
月
二
六
日

教

界

同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

八
四

二
三
〇
八

二
八
年
四
月
五
日

教

界

北
海
道
共
励
会
大
会
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八
三
九

二
六
九
五

三
五
年
一
〇
月
二
四
日

基
督
教
教
会
合
同
案
成
る

八
五
八

二
七
〇
八

三
六
年
一
月
三
〇
日

婦
選
獲
得
同
盟
の
方
針

八
七
一

二
七
一
七

三
六
年
四
月
二
日

婦
人
矯
風
会
第
四
十
五
回
大
会

八
九
四

二
七
五
二

三
六
年
一
二
月
三
日

国
民
純
潔
運
動
の
関
西
大
会
概
況

八
九
九

二
七
五
七

三
七
年
一
月
一
四
日

国
民
禁
酒
同
盟
の
陳
情

禁
酒
徹
底
を
建
議
し
て
司
法
大
臣
に

九
二
六

二
七
八
八

三
七
年
八
月
一
九
日

皇
軍
慰
問
事
業
部

慰
問
袋
内
容
の
参
考

九
二
七

二
七
九
〇

三
七
年
九
月
二
日

基
督
教
連
盟
の
皇
軍
慰
問
事
業
部

九
四
一

二
七
九
六

三
七
年
一
〇
月
一
四
日

支
那
事
変
に
関
す
る
声
明

第
五
十
三
回
日
本
組
合
基
督
教

会
総
会

九
四
二

二
七
九
六

三
七
年
一
〇
月
一
四
日

時
局
に
関
す
る
申
合

日
本
組
合
基
督
教
会

九
四
六

二
八
〇
〇

三
七
年
一
一
月
一
一
日

皇
軍
慰
問
に
関
す
る
連
盟
今
後
の
対
策

九
四
九

二
八
〇
三

三
七
年
一
二
月
二
日

日
本
基
督
教
連
盟
第
十
五
回
総
会

九
五
一

二
八
〇
四

三
七
年
一
二
月
九
日

基
督
教
連
盟
の
時
局
に
関
す
る
声
明

九
七
七

二
八
二
九

三
八
年
六
月
九
日

国
民
純
潔
同
盟
の
性
病
予
防
運
動

九
九
四

二
八
四
三

三
八
年
九
月
一
五
日

精
神
作
興
週
間
と
国
民
禁
酒
同
盟

一
〇
二
六

二
八
六
五

三
九
年
二
月
二
三
日

陸
軍
記
念
日
の
行
事
に
つ
い
て

一
〇
四
五

二
八
四
五

三
九
年
五
月
四
日

軍
用
動
物
献
納
運
動
提
唱

一
〇
四
七

二
八
七
六

三
九
年
五
月
一
一
日

海
軍
記
念
日
の
行
事
に
つ
い
て

一
〇
八
〇

二
八
九
一

三
九
年
八
月
二
四
日

日
本
基
督
教
連
盟
と
朝
鮮
基
督
教
連
合
会
と
の
協
力
覚
書

一
〇
八
三

二
八
九
二

三
九
年
八
月
三
一
日

国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
の
基
本
方
針
に
対
す
る
基
督
教
の

実
施
教
化
案

日
本
基
督
教
連
盟

一
〇
九
八

二
八
八
九

三
九
年
一
〇
月
一
九
日

教
界
動
向

『
世
界
禁
酒
日
曜
日
』
運
動
要
項

一
一
〇
六

二
九
〇
二

三
九
年
一
一
月
九
日

教
界
動
向

第
十
七
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
開
か
る

一
一
一
六

二
九
〇
五

三
九
年
一
一
月
三
〇
日

教
界
動
向

国
民
純
潔
運
動
全
国
協
議
会
概
況
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五
〇
八

二
五
〇
五

三
二
年
二
月
一
一
日

教

報

日
本
福
音
学
校
開
校

五
三
二

二
五
一
五

三
二
年
四
月
二
一
日

教

報

盛
大
な
る
第
一
回
市
民
福
音
学
校

五
三
三

二
五
一
六

三
二
年
四
月
二
八
日

声
明
書

欧
米
各
国
基
督
教
団
体
に
対
し
て

日
本
基
督
教
連
盟

常

議
員
会

五
三
五

二
五
一
六

三
二
年
四
月
二
八
日

時
局
に
関
す
る
進
言

日
本
基
督
教
連
盟
常
議
員
会

五
三
九

二
五
一
九

三
二
年
五
月
一
九
日

教

報

活
気
に
溢
れ
つ
つ
開
校
中
の
市
民
福
音
学
校

五
四
六

二
五
二
三

三
二
年
六
月
一
六
日

非
常
時
に
開
会
さ
れ
ん
と
す
る
組
合
教
会
総
会
の
新
し
き
試

み
（
左
）

五
五
五

二
五
二
七

三
二
年
七
月
一
四
日

日
本
国
民
禁
酒
同
盟
が
非
常
時
五
ヵ
年
禁
酒
即
行
を
斎
藤
首

相
に
陳
情

五
五
九

二
五
二
八

三
二
年
七
月
二
一
日

全
国
廃
娼
同
志
大
会
の
宣
言
と
声
明
書

五
六
七

二
五
三
三

三
二
年
八
月
二
五
日

第
一
回
基
督
教
保
育
連
盟
講
習
会

五
八
三

二
五
四
五

三
二
年
一
一
月
一
七
日

神
の
国
運
動
の
二
ヵ
年
継
続
を
決
議
す

五
八
八

二
五
四
八

三
二
年
一
二
月
八
日

全
国
基
督
教
協
議
会
宣
言
並
決
議

五
八
九

二
五
四
八

三
二
年
一
二
月
八
日

平
和
確
保
に
関
す
る
宣
言

全
国
基
督
教
協
議
会
、
日
本
基

督
教
連
盟

六
五
四

二
五
八
二

三
三
年
八
月
一
〇
日

日
本
基
督
教
会
同
盟
規
約

六
六
八

二
五
九
五

三
三
年
一
一
月
九
日

基
督
教
国
民
更
正
大
運
動

六
七
五

二
五
九
七

三
三
年
一
一
月
二
三
日

日
本
基
督
教
連
盟
総
会
（
詳
報
）

七
三
五

二
六
四
〇

三
四
年
九
月
二
七
日

万
国
婦
人
矯
風
会
の
純
潔
運
動

七
四
八

二
六
四
八

三
四
年
一
一
月
二
二
日

基
督
教
連
盟
の
総
会

七
五
六

二
六
五
九

三
五
年
二
月
一
四
日

教
会
合
同
運
動
宣
言

七
七
五

二
六
六
六

三
五
年
四
月
四
日

国
民
純
潔
同
盟
成
る

八
三
〇

二
六
九
一

三
五
年
九
月
二
六
日

社
会
事
業
大
会
と
禁
酒
運
動

－２５０－



一
三
七
四

一
二

（
二
五
八
七
）
四
二
年
四
月
二
日

臨
時
体
制
下
に
於
け
る
教
会
事
業
の
様
式
に
つ
い
て

一
三
八
一

一
四

（
二
五
八
九
）
四
二
年
四
月
一
六
日

教

報

南
京
日
華
基
督
教
連
盟
の
創
立

一
三
八
四

一
五

（
二
五
九
〇
）
四
二
年
四
月
二
三
日

教

報

強
化
奉
公
を
目
ざ
し
朝
鮮
基
督
教
連
合
総
会

一
四
〇
三

二
四

（
二
五
九
九
）
四
二
年
六
月
二
五
日

満
州
基
督
教
開
拓
村

順
調
に
進
展
す

Ｅ
関
連
記
事

一

二
二
四
四

二
七
年
一
月
一
日

奉
棹
の
辞

一
〇
一

二
三
一
八

二
八
年
六
月
一
四
日

御
大
典
記
念
日
本
宗
教
大
会

一
二
六

二
三
三
四

二
八
年
一
〇
月
四
日

京
都
に
お
け
る
御
大
典
記
念
伝
道
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
二
九

二
三
三
六

二
八
年
一
〇
月
一
八
日

教

界

東
京
に
於
け
る
御
大
典
記
念
基
督
教
大
伝
道
会

一
三
二

二
三
三
七

二
八
年
一
〇
月
二
五
日

教

界

大
阪
市
に
於
け
る
御
大
典
記
念
協
同
伝
道

一
五
〇

二
三
四
一

二
八
年
一
一
月
二
二
日

教

界

全
国
基
督
教
徒
御
大
典
奉
祝
式
に
お
け
る
首
相
の
祝
辞

二
〇
四

二
三
六
七

二
九
年
五
月
三
〇
日

七
ヵ
所
に
畏
く
も
侍
従
御
差
遣

二
六
一

二
四
〇
〇

三
〇
年
一
月
三
〇
日

神
社
問
題
に
就
い
て

二
六
五

二
四
〇
一

三
〇
年
二
月
六
日

神
社
問
題
に
就
い
て

二
九
九

二
四
一
七

三
〇
年
五
月
二
九
日

神
社
問
題
に
対
す
る
進
言

四
一
三

二
四
六
八

三
一
年
五
月
二
一
日

大
垣
の
美
濃
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
教
会
と
認
め
ぬ

大
垣
市
に
於

け
る
神
社
問
題
の
余
波

五
七
二

二
五
四
一

三
二
年
一
〇
月
二
〇
日

カ
ト
リ
ッ
ク
学
生
の
神
社
不
参
拝
問
題

五
七
九

二
五
四
三

三
二
年
一
一
月
三
日

神
社
不
参
拝
問
題
全
国
に
波
及
？
教
育
界
に
問
題
続
出

六
〇
〇

二
五
五
六

三
三
年
二
月
九
日

カ
ト
リ
ッ
ク
の
御
難

海
星
中
学
校
か
ら
も
配
属
将
校
を
引

揚
ぐ

六
〇
四

二
五
五
七

三
三
年
二
月
一
六
日

配
属
将
校
の
引
揚
げ
か
ら

上
智
大
学
さ
わ
ぐ
！

六
〇
五

二
五
五
七

三
三
年
二
月
一
六
日

暁
星
中
学
校
長
が
文
部
省
へ
嘆
願
書
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一
一
三
二

二
九
一
一

四
〇
年
一
月
一
八
日

教
界
動
向

同
志
社
大
学
社
会
事
業
教
育
後
援
会
事
業
の
進
展

一
一
七
六

二
九
二
六

四
〇
年
五
月
二
日

教
会
通
信

社
基
大
会
及
び
特
別
講
演
会

一
一
八
三

二
九
三
二

四
〇
年
六
月
一
三
日

全
鮮
基
督
教
連
合
会
第
３
回
総
会

一
一
九
四

二
九
三
六

四
〇
年
七
月
一
一
日

第
五
十
回
基
督
教
青
年
会
夏
季
学
校

一
二
二
八

二
九
五
〇

四
〇
年
一
〇
月
一
七
日

教
会
合
同
問
題

一
二
三
〇

二
九
五
一

四
〇
年
一
〇
月
二
四
日

教
会
合
同
の
宣
言
発
表

一
二
四
六

二
九
五
九

四
〇
年
一
二
月
一
九
日

信
仰
箇
条
の
草
案
に
つ
い
て
（
山
口
金
作
）

一
二
五
五

二
九
六
四

四
一
年
一
月
三
〇
日

京
城
に
お
け
る
青
年
会
連
盟
大
会

一
二
八
一

二
九
七
九

四
一
年
五
月
一
五
日

苦
難
の
時
代
的
理
解

社
基
大
会
の
主
題

一
二
八
三

二
九
八
〇

四
一
年
五
月
二
二
日

日
本
基
督
教
団
創
立
総
会

一
二
八
四

二
九
八
〇

四
一
年
五
月
二
二
日

教

報

第
五
回
朝
鮮
基
督
教
連
合
総
会

一
二
九
一

二
九
八
六

四
一
年
七
月
三
日

「
日
本
基
督
教
団
」
成
る

創
立
総
会
概
況

一
二
九
三

二
九
八
七

四
一
年
七
月
一
〇
日

日
本
基
督
教
団
創
立
を
祝
す

文
部
省
宗
教
局
長

阿
原
謙
蔵

一
三
〇
二

二
九
九
〇

四
一
年
七
月
三
一
日

第
三
部
諸
教
会
の
進
む
べ
き
方
針

一
三
一
三

二
九
九
五

四
一
年
九
月
四
日

基
督
教
報
国
団
の
結
成

一
三
一
四

二
九
九
七

四
一
年
九
月
一
八
日

教

報

日
本
基
督
教
連
合
会

日
本
基
督
教
連
盟
の
新
名
称

一
三
一
七

二
九
九
八

四
一
年
九
月
二
五
日

基
督
教
報
国
団
組
織

一
三
二
〇

三
〇
〇
一

四
一
年
一
〇
月
一
六
日

非
常
時
に
対
す
る
基
督
者
女
性
の
心
得

一
三
二
九

三
〇
〇
五

四
一
年
一
一
月
一
三
日

寺
院
教
会
等
の
金
属
類
回
収
実
施
要
綱

一
三
四
八

四

（
二
五
七
九
）
四
二
年
二
月
五
日

満
州
基
督
教
開
拓
村

一
三
六
四

八

（
二
五
八
三
）
四
二
年
三
月
五
日

事
態
の
変
化
と
教
会
の
用
語
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九
八
〇

二
八
三
二

三
八
年
六
月
三
〇
日

文
部
省
が
通
牒
せ
る
事
変
一
周
年
の
記
念
実
施
要
項

九
八
七

二
八
四
一

三
八
年
九
月
一
日

非
常
時
に
於
け
る
国
民
の
生
活
様
式

九
九
三

二
八
四
三

三
八
年
九
月
一
五
日

軍
事
援
護
・
傷
兵
保
護
に
つ
き
三
教
代
表
者
の
協
議
会

九
九
七

二
八
四
四

三
八
年
九
月
二
二
日

時
局
の
重
大
性
と
宗
教
家
の
奮
起

一
〇
〇
四

二
八
五
一

三
八
年
一
一
月
一
〇
日

再
提
案
さ
る
る
宗
教
団
体
法
案
要
旨

一
〇
二
一

二
八
六
二

三
九
年
二
月
二
日

中
支
基
督
教
工
作
に
つ
い
て

一
〇
七
六

二
八
九
一

三
九
年
八
月
二
四
日

興
亜
奉
公
日
設
定
に
関
す
る
件

一
〇
八
二

二
八
九
二

三
九
年
八
月
三
一
日

興
亜
奉
仕
日
の
実
施
要
項

一
〇
九
三

二
八
九
七

三
九
年
一
〇
月
五
日

銃
後
後
援
強
化
週
間
実
施
に
つ
い
て

一
〇
九
四

二
八
九
七

三
九
年
一
〇
月
五
日

教
界
動
向

国
民
精
神
総
動
員
宗
教
家
懇
談
会

一
〇
九
七

二
八
九
八

三
九
年
一
〇
月
一
二
日

教
界
動
向

宗
教
団
体
法
施
行
に
関
す
る
命
令
要
綱
成
る

一
一
〇
五

二
九
〇
二

三
九
年
一
一
月
九
日

令
旨
奉
体
結
核
予
防
国
民
運
動
実
施
に
就
い
て

一
一
一
二

二
九
〇
四

三
九
年
一
一
月
二
三
日

紀
元
二
六
〇
〇
年
新
年
奉
祝
実
施
に
就
い
て

一
一
三
七

二
九
一
二

四
〇
年
一
月
二
五
日

宗
教
団
体
法
施
行
令
（
大
要
）

一
一
四
二

二
九
一
三

四
〇
年
二
月
一
日

昭
和
十
五
年
国
民
精
神
総
動
員
要
項

一
一
六
三

二
九
二
〇

四
〇
年
三
月
二
一
日

宗
教
結
社
届
出
の
た
め
の
教
会
規
則

一
一
八
九

二
九
三
三

四
〇
年
六
月
二
〇
日

一
二
〇
億
貯
蓄
強
調
実
施
要
項

一
二
二
二

二
九
四
七

四
〇
年
九
月
二
六
日

軍
人
援
護
に
関
す
る
勅
語
奉
体
に
関
す
る
件

一
二
二
三

二
九
四
七

四
〇
年
九
月
二
六
日

銃
後
奉
公
強
化
運
動
実
施
要
綱

一
三
一
一

二
九
九
四

四
一
年
八
月
二
八
日

教

報

皇
国
宗
教
者
の
決
意

一
三
四
〇

三
〇
一
〇

四
一
年
一
二
月
一
八
日

文
部
大
臣
訓
令

一
三
五
一

五

（
二
五
八
〇
）
四
二
年
二
月
一
二
日

大
詔
奉
戴
宗
教
報
国
全
国
大
会

日本組合基督教会系新聞に見る基督教々育同盟会（三）－２５５－

番

号

号

数

発
行
年
月
日

項

目

表

題

六
九
一

二
六
〇
四

三
四
年
一
月
一
八
日

四
五
〇
団
体
を
紀
元
節
に
表
彰

八
〇
一

二
六
七
八

三
五
年
六
月
二
七
日

同
志
社
高
商
の
神
棚
問
題

八
三
六

二
六
九
五

三
五
年
一
〇
月
二
四
日

広

告

国
体
明
徴
に
関
す
る
再
度
の
通
牒

八
六
七

二
七
一
六

三
六
年
三
月
二
六
日

神
社
不
参
拝
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
総
督
府
の
通
牒

九
六
四

二
八
二
二

三
八
年
四
月
二
一
日

靖
国
神
社
の
臨
時
大
祭
に
際
し
全
国
民
の
黙
祷
を
希
望
す

九
七
五

二
八
二
七

三
八
年
五
月
二
六
日

同
志
社
御
真
影
奉
安
殿

Ｆ
関
連
記
事

三
五

二
二
六
四

二
七
年
五
月
二
六
日

国
際
宗
教
平
和
会
議
の
議

一
六
二

二
三
五
〇

二
九
年
一
月
三
一
日

宗
教
団
体
法
案
に
つ
い
て

一
六
四

二
三
五
一

二
九
年
二
月
七
日

宗
教
団
体
法
案
に
た
い
す
る
修
正
意
見

二
四
四

二
三
九
三

二
九
年
一
二
月
五
日

不
戦
条
約
と
基
督
教
会

二
七
七

二
四
〇
六

三
〇
年
三
月
一
三
日

芸
妓
検
番
及
雇
仲
居
倶
楽
部
設
置
反
対
陳
情
書

四
一
七

二
四
六
九

三
一
年
五
月
二
八
日

彙

報

日
本
宗
教
平
和
会
議

四
九
七

二
四
九
九

三
一
年
一
二
月
二
四
日

米
国
中
西
部
組
合
教
会
部
会
よ
り
日
支
両
国
同
主
義
教
会
へ

送
る
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

五
一
〇

二
五
〇
六

三
二
年
二
月
一
八
日

時
局
問
題
と
基
督
教

五
一
九

二
五
〇
九

三
二
年
三
月
一
〇
日

教

報

平
和
請
願
運
動

五
四
一

二
五
二
〇

三
二
年
五
月
二
六
日

文
部
当
局
を
招
い
て
宗
教
教
育
を
懇
談

六
三
七

二
五
七
六

三
三
年
六
月
二
九
日

独
逸
教
会
は
合
同
し
て
国
教
会
を
設
立

六
三
八

二
五
七
六

三
三
年
六
月
二
九
日

国
教
会
の
建
設
に
ナ
チ
ス
の
干
渉
は
な
い

六
四
七

二
五
七
七

三
三
年
七
月
一
三
日

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
ナ
チ
ス
弾
圧
続
く

九
〇
一

二
七
五
八

三
七
年
一
月
二
一
日

母
子
保
護
法
案
の
内
容

九
一
九

二
七
八
四

三
七
年
七
月
二
二
日

北
支
事
変
に
就
き
て
文
部
当
局
よ
り
の
通
達

九
七
三

二
八
二
五

三
八
年
五
月
一
二
日

海
軍
記
念
日

－２５４－



七
一
六

二
六
二
四

三
四
年
六
月
七
日

認
識
不
足
の
基
督
教
幼
稚
園

七
二
二

二
六
二
九

三
四
年
七
月
一
二
日

基
督
教
幼
稚
園
問
題
（
小
立
花
忠
勇
）

七
二
五

二
三
六
一

三
四
年
七
月
二
六
日

フ
レ
ー
ベ
ル
と
基
督
教
幼
稚
園
（
大
崎
治
部
）

Ｄ
関
連
記
事

五
〇

二
二
七
七

二
七
年
八
月
二
五
日

教
会
合
同
問
題
に
就
い
て
（
海
老
沢
亮
）

六
七

二
二
九
〇

二
七
年
一
一
月
二
四
日

日
本
基
督
教
連
盟
の
使
命

二
三
六

二
三
八
八

二
九
年
一
〇
月
二
四
日

日
本
組
合
基
督
教
会
の
転
換
期
（
小
崎
弘
道
）

二
六
九

二
四
〇
一

三
〇
年
二
月
一
三
日

新
島
先
生
と
教
会
合
同
問
題
（
上
）（
小
崎
弘
道
）

二
七
八

二
四
〇
七

三
〇
年
三
月
二
〇
日

新
教
合
同
の
機
運
（
海
老
沢
亮
）

三
六
四

二
四
四
八

三
一
年
一
月
一
日

神
の
国
運
動
に
就
い
て
（
上
）（
海
老
沢
亮
）

三
七
六

二
四
五
三

三
一
年
二
月
五
日

教
会
合
同
問
題
に
就
い
て
（
海
老
沢
亮
）

四
六
一

二
四
八
三

三
一
年
九
月
三
日

教
会
一
致
合
同
の
通
路
（
海
老
沢
亮
）

四
七
五

二
四
九
一

三
一
年
一
〇
月
二
九
日

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
平
和
団
体
連
盟
結
成
私
案
（
高
橋
元
一
郎
）

五
八
七

二
五
四
七

三
二
年
一
二
月
一
日

教
会
合
同
に
就
い
て
（
小
崎
道
雄
）

七
一
七

二
六
二
五

三
四
年
六
月
一
四
日

教
会
合
同
の
趨
勢
（
野
口
）

九
一
〇

二
七
六
八

三
七
年
四
月
一
日

国
体
明
徴
と
祭
政
一
致
（
片
山
江
州
）

九
三
八

二
七
九
五

三
七
年
一
〇
月
七
日

戦
時
に
於
け
る
宗
教
及
伝
道
（
Ｋ
・
Ｙ
）

一
〇
九
二

二
八
九
七

三
九
年
一
〇
月
五
日

合
同
問
題
と
基
督
者
の
寛
容
（
鈴
木
）

一
一
五
五

二
九
一
七

四
〇
年
二
月
二
九
日

事
変
下
の
基
督
教
運
動
（
海
老
沢
亮
）

一
二
一
六

二
九
四
五

四
〇
年
九
月
一
二
日

大
日
本
基
督
教
会
合
同
論
（
渡
瀬
主
一
郎
）

一
二
一
八

二
九
四
六

四
〇
年
九
月
一
九
日

基
督
教
の
新
体
制
（
海
老
沢
亮
）

一
二
三
五

二
九
五
四

四
〇
年
一
一
月
一
四
日

教
会
合
同
の
精
神
的
基
礎
（
海
老
沢
亮
）

一
二
三
九

二
九
五
五

四
〇
年
一
一
月
二
一
日

旭
の
光

教
会
合
同
の
根
本
策
（
賀
川
豊
彦
）

一
二
四
三

二
九
五
八

四
〇
年
一
二
月
一
二
日

教
団
新
体
制
の
理
念
（
海
老
沢
亮
）

一
二
六
四

二
九
六
九

四
一
年
三
月
六
日

合
同
問
題
の
焦
点
（
今
泉
）

日本組合基督教会系新聞に見る基督教々育同盟会（三）－２５７－

表
四

日
本
組
合
教
会
系
新
聞
（
一
九
二
七
年－

一
九
四
二
年
九
月
）
の
基
督
教
々
育
同
盟
会
関
連
記
事
に
お
け
る
論
説
一
覧
表

番

号

号

数

発
行
年
月
日

項

目

表

題

Ｂ
関
連
記
事

七

二
二
四
七

二
七
年
一
月
二
七
日

同
志
社
精
神
の
進
展
（
海
老
名
弾
正
）

一
九
九

二
三
六
三

二
九
年
五
月
二
日

同
志
社
紛
糾
の
責
任
（
渡
瀬
常
吉
）

三
七
四

二
四
五
三

三
一
年
二
月
五
日

基
督
教
主
義
学
校
の
為
に

八
四
〇

二
六
九
六

三
五
年
一
〇
月
三
一
日

同
志
社
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
て
（
Ｋ
・
Ｙ
）

九
二
八

二
七
九
一

三
七
年
九
月
九
日

同
志
社
の
問
題
に
つ
い
て

九
三
四

二
七
九
三

三
七
年
九
月
二
三
日

同
志
社
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
中
次
麿
）

一
三
五
二

六

（
二
五
八
一
）
四
二
年
二
月
一
九
日

神
学
校
の
合
同
（
亀
徳
正
臣
）

一
三
九
三

二
〇

（
二
五
九
四
）
四
二
年
五
月
二
八
日

基
督
教
主
義
学
校
の
将
来
（
亀
徳
一
男
）

Ｃ
関
連
記
事

三
三
一

二
四
三
二

三
〇
年
九
月
一
一
日

投

書

日
曜
学
校
当
事
者
に
望
む

Ａ
Ｂ
Ｃ
生

六
五
六

二
五
八
六

三
三
年
九
月
七
日

日
曜
学
校
教
育
の
光
栄
と
そ
の
責
任

番

号

号

数

発
行
年
月
日

項

目

表

題

一
三
五
六

六

（
二
五
八
一
）
四
二
年
二
月
一
九
日

大
東
亜
戦
争
に
対
す
る
心
構
え

一
三
七
七

一
三

（
二
五
八
八
）
四
二
年
四
月
九
日

翼
賛
選
挙
の
誓

一
四
〇
五

二
五

（
二
六
〇
〇
）
四
二
年
七
月
二
日

宮
城
前
の
勤
労
奉
仕

一
四
一
五

三
二

（
二
六
〇
七
）
四
二
年
九
月
三
日

軍
人
援
護
強
化
実
施
大
綱

－２５６－



七
六

二
三
〇
一

二
八
年
二
月
一
六
日

軍
備
撤
廃
の
要
求

八
五

二
三
〇
九

二
八
年
四
月
一
二
日

エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
お
け
る
人
種
問
題
の
討
議

九
九

二
三
一
七

二
八
年
六
月
七
日

日
本
宗
教
大
会
の
開
催
（
金
子
白
夢
）

一
一
〇

二
三
二
三

二
八
年
七
月
一
九
日

基
督
教
と
社
会
問
題
（
杉
山
元
治
郎
）

一
一
三

二
三
二
六

二
八
年
八
月
九
日

基
督
教
と
産
業
問
題
（
久
布
白
落
実
）

一
七
四

二
三
五
四

二
九
年
二
月
二
八
日

宗
教
教
育
と
学
校
（
緑
水
生
）

二
二
一

二
三
七
六

二
九
年
八
月
一
日

労
働
主
義
の
教
育
（
Ｋ
Ｙ
）

二
五
二

二
三
九
八

三
〇
年
一
月
一
六
日

軍
縮
会
議
近
づ
く

二
五
五

二
四
〇
〇

三
〇
年
一
月
三
〇
日

総
選
挙
と
基
督
教
徒

二
六
二

二
四
〇
一

三
〇
年
二
月
六
日

飽
く
ま
で
娼
妓
を
愚
弄
す
る
飛
田
遊
郭

二
八
四

二
四
一
〇

三
〇
年
四
月
一
〇
日

日
英
海
軍
妥
協
案
の
成
立
（
左
）

三
一
九

二
四
二
五

三
〇
年
七
月
二
四
日

新
社
会
の
創
造
と
宗
教
（
Ｋ
Ｙ
）

三
二
五

二
四
三
〇

三
〇
年
八
月
二
八
日

講

演

男
女
関
係
に
就
い
て

三
三
三

二
四
三
三

三
〇
年
九
月
一
八
日

国
際
的
社
会
問
題
に
就
い
て
（
海
老
沢
）

三
三
四

二
四
三
三

三
〇
年
九
月
一
八
日

倫
敦
条
約
の
精
神

左

三
四
六

二
四
三
九

三
〇
年
一
〇
月
三
〇
日

世
界
平
和
の
交
響
（
左
）

三
五
八

二
四
四
五

三
〇
年
一
二
月
一
一
日

基
督
者
学
生
青
年
の
方
向
転
換
（
安
田
生
）

三
八
七

二
四
五
六

三
一
年
二
月
二
六
日

撤
回
せ
よ

労
働
組
合
法
案

四
一
〇

二
四
六
七

三
一
年
五
月
一
四
日

平
和
の
保
障
（
Ｔ
Ｗ
生
）

四
一
八

二
四
七
〇

三
一
年
六
月
四
日

何
故
の
軍
費
か
（
左
）

四
二
八

二
四
七
三

三
一
年
六
月
二
五
日

軍
縮
運
動
を
促
進
せ
よ

四
六
二

二
四
八
四

三
一
年
九
月
一
〇
日

軍
縮
と
平
和
（
Ｃ
・
Ｂ
・
オ
ー
ル
ズ
）

四
六
四

二
四
八
六

三
一
年
九
月
二
四
日

国
防
思
想
振
興
講
演
会
を
聴
く
（
高
橋
元
一
郎
）

四
七
九

二
四
九
三

三
一
年
一
一
月
一
二
日

国
際
平
和
記
念
日

日本組合基督教会系新聞に見る基督教々育同盟会（三）－２５９－

番

号

号

数

発
行
年
月
日

項

目

表

題

一
二
七
三

二
九
七
五

四
一
年
四
月
一
七
日

時
局
下
基
督
教
の
翼
賛
的
使
命
（
海
老
沢
亮
）

一
二
七
四

二
九
七
五

四
一
年
四
月
一
七
日

講

演

国
体
と
基
督
教
（
上
）（
中
村
愈
）

一
二
九
〇

二
九
八
六

四
一
年
七
月
三
日

教
会
合
同
の
成
立
と
我
ら
の
責
務
（
平
賀
徳
造
）

一
三
〇
四

二
九
九
一

四
一
年
八
月
七
日

基
督
教
に
於
け
る
共
栄
圏
の
確
立
（
海
老
沢
亮
）

一
三
一
八

二
九
九
九

四
一
年
一
〇
月
二
日

合
同
後
の
我
等
の
教
会
（
芹
野
）

一
三
三
二

三
〇
〇
七

四
一
年
一
一
月
二
七
日

設
立
認
可
と
我
邦
基
督
教
（
海
老
沢
亮
）

Ｅ
関
連
記
事

九

二
二
四
八

二
七
年
二
月
三
日

大
正
天
皇
の
御
代
（
小
崎
弘
道
）

一
四
六

二
三
四
一

二
八
年
一
一
月
二
二
日

即
位
式
の
勅
語
を
奉
読
し
て
（
Ｔ
Ｗ
生
）

二
六
六

二
四
〇
一

三
〇
年
二
月
一
三
日

真
宗
各
派
の
声
明
書
を
読
み
て
（
今
泉
生
）

二
九
三

二
四
一
三

三
〇
年
五
月
一
日

神
社
問
題
の
一
断
案
（
Ｔ
Ｗ
生
）

五
七
五

二
五
四
二

三
二
年
一
〇
月
二
七
日

神
社
問
題
（
左
）

八
〇
三

二
六
七
九

三
五
年
七
月
四
日

同
志
社
神
棚
問
題
と
吾
人
の
責
務
（
石
田
英
雄
）

八
一
九

二
六
八
五

三
五
年
八
月
一
五
日

国
体
明
徴
と
至
誠
奉
公
（
Ｋ
Ｙ
）

九
八
八

二
八
四
一

三
八
年
九
月
一
日

仏
教
と
神
社
問
題
（
和
田
性
海
）

一
一
二
六

二
九
一
〇

四
〇
年
一
月
一
一
日

皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
迎
え
て
（
Ｋ
Ｙ
）

一
一
三
三

二
九
一
二

四
〇
年
一
月
二
五
日

日
本
建
国
の
特
殊
性
（
大
谷
美
隆
）

一
三
八
五

一
六

（
二
五
九
一
）
四
二
年
四
月
三
〇
日

天
長
佳
節
奉
祝
（
海
老
沢
亮
）

Ｆ
関
連
記
事

一
五

二
二
五
〇

二
七
年
二
月
一
七
日

三
度
、
宗
教
法
案
に
就
い
て
（
和
田
信
次
）

一
九

二
二
五
三

二
七
年
三
月
一
〇
日

文
部
省
と
宗
教
法
案
（
綱
島
佳
吉
）

四
〇

二
二
六
八

二
七
年
六
月
二
三
日

基
督
教
に
よ
る
宗
教
教
育
（
緑
水
生
）

五
八

二
二
八
八

二
七
年
一
一
月
一
〇
日

基
督
教
の
社
会
的
使
命
（
海
老
沢
亮
）

七
三

二
二
九
八

二
八
年
一
月
二
六
日

大
阪
府
民
が
当
面
し
た
る
風
教
問
題
（
管
亀
助
）

－２５８－



九
四
〇

二
七
九
五

三
七
年
一
〇
月
七
日

基
督
教
と
我
国
精
神
主
義
の
勃
興
（
高
橋
正
道
）

九
四
四

二
七
九
九

三
七
年
一
一
月
四
日

日
本
の
精
神
文
化
と
基
督
教
（
Ｋ
・
Ｙ
）

九
四
八

二
八
〇
二

三
七
年
一
一
月
二
五
日

国
民
精
神
総
動
員
と
日
本
基
督
教
徒
（
椿
真
泉
）

九
六
二

二
八
二
〇

三
八
年
四
月
七
日

未
成
年
飲
酒
禁
酒
法
に
つ
い
て
（
泉
二
新
熊
）

九
七
四

二
八
二
六

三
八
年
五
月
一
九
日

基
督
教
界
と
全
体
主
義
（
大
下
角
一
）

一
〇
〇
七

二
八
五
四

三
八
年
一
二
月
一
日

宗
教
団
体
法
案
に
就
い
て
（
日
能

太
郎
）

一
〇
三
〇

二
八
六
七

三
九
年
三
月
九
日

国
際
平
和
促
進
基
督
教
徒
世
界
連
盟
の
会
合
其
決
議
及
ア
ッ

ピ
ー
ル
に
関
し
て
①
津
荷
結
輔

一
〇
三
四

二
八
六
九

三
九
年
三
月
二
三
日

教
会
の
社
会
的
関
心
（
鈴
木
）

一
〇
五
八

二
八
八
三

三
九
年
六
月
二
九
日

八
紘
一
宇
の
精
神
と
基
督
教
（
田
口
重
良
）

一
〇
六
一

二
八
八
四

三
九
年
七
月
六
日

事
変
二
周
年
を
迎
え
て
（
鈴
木
）

一
〇
七
七

二
八
九
一

三
九
年
八
月
二
四
日

基
督
者
の
時
局
認
識
（
湯
浅
与
三
）

一
〇
八
九

二
八
九
六

三
九
年
九
月
二
八
日

国
家
と
宗
教
（
今
泉
）

一
一
一
七

二
九
〇
六

三
九
年
一
二
月
七
日

戦
争
の
意
義
及
共
存
共
栄
主
義
の
弱
点
（
Ｋ
Ｙ
）

一
一
一
九

二
九
〇
七

三
九
年
一
二
月
一
四
日

宗
教
団
体
法
と
基
督
教
（
芹
野
）

一
一
三
〇

二
九
一
一

四
〇
年
一
月
一
八
日

道
義
的
再
艤
装
と
挺
身
隊
の
躍
進
（
海
老
沢
亮
）

一
一
三
八

二
九
一
三

四
〇
年
二
月
一
日

基
督
教
日
本
化
の
問
題
（
鈴
木
）

一
一
五
六

二
九
一
七

四
〇
年
二
月
二
九
日

基
督
教
日
本
化
の
道
（
和
島
芳
男
）

一
一
六
九

二
九
二
三

四
〇
年
四
月
一
一
日

事
変
と
基
督
教
（
川
端
忠
治
郎
）

一
一
七
五

二
九
二
六

四
〇
年
五
月
二
日

支
那
に
於
け
る
基
督
教
展
開
の
エ
ポ
ッ
ク
（
溝
口
靖
夫
）

一
一
八
一

二
九
三
一

四
〇
年
六
月
六
日

欧
州
戦
乱
と
基
督
教
（
鈴
木
）

一
一
九
七

二
九
三
七

四
〇
年
七
月
一
八
日

日
本
精
神
と
基
督
教
①
（
魚
木
忠
一
）

一
一
九
九

二
九
三
八

四
〇
年
七
月
二
五
日

基
督
教
は
何
を
祖
国
に
寄
与
し
得
る
か
（
大
塚
節
治
）

一
二
二
一

二
九
四
七

四
〇
年
九
月
二
六
日

新
体
制
運
動
に
つ
い
て
（
Ｋ
Ｙ
）
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四
八
〇

二
四
九
四

三
一
年
一
一
月
一
九
日

当
今
の
日
支
懸
案
（
柏
木
義
円
）

四
九
二

二
四
九
八

三
一
年
一
二
月
一
七
日

広

告

満
州
問
題
に
就
い
て
日
支
両
国
の
基
督
者
へ
（
一
）
清
水
安
三

四
九
三

二
四
九
八

三
一
年
一
二
月
一
七
日

満
州
問
題
を
機
縁
に
日
華
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
蹶
起
を
促
す

在
上
海

古
屋
孫
次
郎

四
九
六

二
四
九
九

三
一
年
一
二
月
二
四
日

中
華
民
国
排
日
運
動
の
遠
因
を
作
る
も
の
（
古
屋
孫
次
郎
）

五
〇
五

二
五
〇
四

三
二
年
二
月
四
日

軍
縮
会
議
開
か
る

五
三
一

二
五
一
五

三
二
年
四
月
二
一
日

宗
教
局
長
の
更
迭
と
宗
教
法
案
提
出
問
題
（
左
）

五
四
二

二
五
二
一

三
二
年
六
月
二
日

時
局
に
対
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
責
任
（
小
川
隆
四
郎
）

五
四
八

二
五
二
四

三
二
年
六
月
二
三
日

満
州
国
の
承
認
問
題

五
六
六

二
五
三
三

三
二
年
八
月
二
五
日

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
思
想
（
オ
ク
ム
ラ
）

五
七
〇

二
五
三
六

三
二
年
九
月
一
五
日

日
曜
週
休
運
動
を
起
せ

六
二
三

二
五
六
九

三
三
年
五
月
一
一
日

宗
教
教
育
に
就
い
て

六
三
一

二
五
七
三

三
三
年
六
月
八
日

ナ
チ
ス
の
宗
教
政
策

六
六
五

二
五
九
四

三
三
年
一
一
月
二
日

国
民
意
識
の
勃
興
と
基
督
教
（
榊
原
巌
）

六
九
六

二
六
一
一

三
四
年
三
月
八
日

日
本
精
神
の
鼓
舞
と
基
督
教
（
鈴
木
生
）

八
八
四

二
七
三
六

三
六
年
八
月
一
三
日

国
民
主
義
と
基
督
教
（
山
口
金
作
）

八
九
二

二
七
五
一

三
六
年
一
一
月
二
六
日

国
民
主
義
と
宗
教
Ⅰ

独
逸
国
家
主
義
と
経
験
主
義
の
関
係

（
青
山
武
雄
）

八
九
七

二
七
五
六

三
七
年
一
月
七
日

国
家
の
進
運
を
祈
る
（
Ｋ
Ｙ
）

九
一
八

二
七
八
四

三
七
年
七
月
二
四
日

文
部
省
の
通
牒
に
就
い
て
（
今
泉
）

九
三
二

二
七
九
三

三
七
年
九
月
二
三
日

時
局
と
基
督
教
（
渡
瀬
常
吉
）

九
三
三

二
七
九
三

三
七
年
九
月
二
三
日

時
局
と
基
督
教
（
岩
井
義
男
）

九
三
九

二
七
九
五

三
七
年
一
〇
月
七
日

徳
育
と
宗
教
教
育
（
荒
川
文
六
）

－２６０－



二

関
連
記
事
と
基
督
教
々
育
同
盟
会

�一

「
Ａ

基
督
教
々
育
同
盟
会
に
関
す
る
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

「
Ａ
」
の
記
事
数
は
少
な
い
が
、
前
半
期
と
比
較
す
る
と
増
加
し
て
い
る
。
後
半
期
に
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
や
主
張
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
同
盟
の
歩
み

（
１
）

」
を
見
る
と
、
教
育
同
盟
会
が
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
主
張
を
代
表
し
て
述
べ
た
こ
と
と
し
て
、

「
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
の
撤
廃
を
請
願
」（
二
七
年
、
二
八
年
、
三
〇
年
、
三
一
年
、
三
二
年
）、「
宗
教
教
育
の
自
由
を
ま
ず
私
立

女
子
校
に
許
可
す
る
よ
う
文
部
省
に
建
議
」（
二
七
年
）、「
神
社
参
拝
に
関
し
て
信
仰
の
自
由
を
要
望
」（
三
〇
年
）、「
文
部
次
官
、
教

学
局
長
官
と
会
見
」（
四
〇
年
）が
あ
る
。
教
育
同
盟
会
が
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
必
要
に
応
え
て
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
交

換
教
授
」（
二
七
年
）「
夏
期
講
習
会
」「
夏
季
学
校
」「
雑
誌
発
行
」「
聖
書
科
教
員
講
習
会
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
「
Ａ
」
か
ら
教
育
同
盟
会
の
い
く
つ
か
の
活
動
の
詳
細
と
、
後
半
期
に
お
け
る
教
育
同
盟
会
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
教
育
同
盟
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
聖
書
教
授
要
目
の
作
成

（
２
）

、
聖
書
教
科
書
の
作
成

（
３
）

、
代
表
者
の
大
陸
訪
問

（
４
）

を
伝
え
て
い
る
。
教

育
同
盟
会
の
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
立
場
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｍ
と
社
会
的
基
督
教
に
対
す
る
批
判

（
５
）

、
御
真
影
奉
戴
の
推
進
と
そ

の
件
に
消
極
的
な
一
部
学
校
批
判

（
６
）

、
一
部
の
不
安
を
抱
か
し
め
る
風
評
を
打
ち
消
す
た
め
の
文
部
省
訪
問

（
７
）

、
日
本
人
が
学
校
経
営
に
責

任
を
負
う
こ
と
と
、
新
し
い
体
制
に
即
応
し
た
精
神
教
育
や
興
亜
教
育
の
推
進
を
訴
え
て
い
る

（
８
）

。

要
す
る
に
後
半
期
の
教
育
同
盟
会
は
一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
必
要
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
他
方
で
戦

時
体
制
下
へ
の
対
応
を
率
先
し
て
指
導
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら
時
に
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
あ
る
種
の
社
会
的
活
動
を
批
判
し
た
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一
二
三
三

二
九
五
三

四
〇
年
一
一
月
七
日

教
学
の
問
題
に
つ
い
て
（
Ｋ
Ｙ
）

一
二
八
六

二
九
八
三

四
一
年
六
月
一
二
日

八
紘
一
宇
の
精
神
（
Ｋ
Ｙ
）

一
三
一
六

二
九
九
八

四
一
年
九
月
二
五
日

健
全
な
る
基
督
教
の
成
育
（
Ｋ
Ｙ
）

一
三
三
五

三
〇
〇
九

四
一
年
一
二
月
一
二
日

対
米
英
宣
戦
の
大
詔
を
拝
し
て
（
緑
水
生
）

一
三
三
九

三
〇
一
〇

四
一
年
一
二
月
一
八
日

太
平
洋
の
異
変
と
新
秩
序
の
建
設
（
海
老
沢
亮
）

一
三
四
三

三
〇
一
一

四
二
年
一
月
一
日

大
東
亜
戦
争
と
基
督
者
の
覚
悟
（
中
島
重
）

一
三
五
三

六

（
二
五
八
一
）
四
二
年
二
月
一
九
日

大
東
亜
戦
と
基
督
教
の
革
新
的
要
望
（
渡
瀬
常
吉
）

一
三
五
五

六

（
二
五
八
一
）
四
二
年
二
月
一
九
日

大
東
亜
戦
の
宗
教
的
意
義

一
三
八
〇

一
四

（
二
五
八
九
）
四
二
年
四
月
一
六
日

大
東
亜
共
栄
圏
と
基
督
教
の
動
向
（
海
老
沢
亮
）

一
三
八
二

一
五

（
二
五
九
〇
）
四
二
年
四
月
二
三
日

翼
賛
政
治
と
基
督
教
徒
（
亀
徳
）

一
三
九
二

二
〇

（
二
五
九
四
）
四
二
年
五
月
二
八
日

興
亜
教
育
と
宗
教
教
育
（
海
老
沢
亮
）

一
三
九
九

二
三

（
二
五
九
八
）
四
二
年
六
月
一
八
日

所
謂
猶
太
人
問
題
（
海
老
沢
亮
）

一
四
〇
四

二
四

（
二
六
〇
〇
）
四
二
年
七
月
二
日

基
督
教
の
日
本
的
性
格
（
一
）（
日
高
猪
兵
衛
）

－２６２－



ら
「
ス
ト
ラ
イ
キ
と
六
名
の
教
授
、
助
教
授
の
処
分
」
を
伝
え
て
い
る
。
次
い
で
、「
一

何
故
に
自
己
の
学
園
の
問
題
を
自
己
の
学

園
内
に
於
て
解
決
し
得
ざ
り
し
や
」
で
問
題
の
い
き
さ
つ
を
ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
二

基
督
教
と
同
志
社
」
で
は
歴
史
に
立

ち
戻
っ
て
「
同
志
社
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
」
を
ま
と
め
、「
三

問
題
の
将
来
性
」
で
は
「
団
結
と
一
致
へ
の
期
待
」
と
表
明
し
、

「
四

総
長
の
覚
悟
」
で
は
「
総
長
へ
の
期
待
」
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
事
の
筆
者
は
同
志
社
の
立
場
を
理
解
し
、
支
援
し

て
い
る
。
今
中
次
麿
が
寄
稿
し
た
記
事

（
１２
）

は
、
一
人
の
教
員
が
同
志
社
で
処
分
さ
れ
た
の
で
は
な
く
「
惜
し
ま
れ
つ
つ
職
を
去
っ
た
」
と

述
べ
、
仲
間
を
弁
明
し
て
い
る
。

戦
時
体
制
下
に
入
る
と
、
個
々
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
は
当
局
か
ら
も
地
域
社
会
か
ら
も
監
視
さ
れ
、
時
に
批
判
さ
れ
た
の
で
、
そ

の
対
応
に
苦
渋
し
た
。「
同
志
社
高
商
の
神
棚
問
題
」
な
ど
の
論
説
は
、
同
志
社
が
苦
渋
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
問
題

に
つ
い
て
説
明
し
、
対
応
に
お
い
て
は
同
志
社
を
支
持
し
て
い
た
。

戦
時
体
制
が
進
む
と
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
が
時
代
の
問
題
に
直
面
し
た
こ
と
を『
基
督
教
世
界
』は
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

教
育
同
盟
会
が
当
局
か
ら
の
指
導
や
地
域
社
会
の
批
判
を
受
け
て
苦
渋
す
る
姿
は
伝
え
て
い
な
い
。
報
道
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
、
状

況
に
巧
み
に
対
応
し
、
戦
時
体
制
へ
の
対
応
を
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
指
導
す
る
教
育
同
盟
会
の
姿
で
あ
る
。

�三

「
Ｃ

日
曜
学
校
運
動
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
す
る
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

後
半
期
に
入
っ
て
記
事
数
を
減
少
さ
せ
た
の
が
、「
Ｃ
」
で
あ
る
。「
Ｃ
」
の
減
少
は
記
事
数
だ
け
で
な
く
、
そ
の
扱
い
方
に
も
違
い

が
認
め
ら
れ
る
。
前
半
期
に
は
日
曜
学
校
協
会
の
関
連
記
事
が
詳
細
に
時
に
は
数
頁
に
も
わ
た
っ
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
後
半
期
に
は
そ
の
よ
う
に
詳
細
な
報
告
は
な
い
。
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し
、
あ
る
い
は
時
局
へ
の
対
応
の
鈍
い
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
を
批
判
し
た
。

�二

「
Ｂ

キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
関
す
る
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

「
Ｂ
」
は
記
事
数
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
が
、
な
お
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
数
は
多
い
。

内
容
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
紹
介
と
卒
業
式
の
報
告
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
組
合
教
会
系
学

校
（
同
志
社
、
梅
花
女
学
校
、
神
戸
女
子
神
学
校
、
松
山
夜
学
校
、
神
戸
女
学
院
、
松
山
女
学
校
、
大
江
高
等
女
学
校
、
聖
友
高
等
女

学
校
、
共
愛
女
学
校
、
頌
栄
保
母
伝
習
所
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
（
日
本
ル
ー
テ
ル
専
門
学
校
、
新

公
同
神
学
院
、
ウ
ィ
ル
ミ
ナ
女
学
校
、
恵
泉
女
学
校
、
東
京
神
学
社
、
明
治
学
院
、
関
西
学
院
、
鎮
西
学
院
、
立
教
中
学
校
、
平
安
女

学
院
、
立
教
大
学
、
フ
ェ
リ
ス
英
和
女
学
院
、
広
島
女
学
院
、
青
山
学
院
、
東
北
学
院
、
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
、
北
星
女
学
校
、
神
戸
神

学
校
な
ど
）
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
分
量
や
内
容
に
お
い
て
組
合
教
会
系
学
校
の
記
事
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
の
事

情
は
、「
表
三
」
や
「
表
四
」
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
組
合
教
会
系
学
校
の
記
事
に
限
ら
れ
て
い
た
事
実
に
反
映
し
て
い
る
。

「
Ｂ
」
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
記
事
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
が
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
時
代
の
問
題
と
直
面

し
て
い
た
か
が
分
か
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
同
志
社
高
商
の
神
棚
問
題
」
と
そ
れ
に
続
い
て
起
こ
っ
た
事
件
の
報
道
を
見
て
お
こ

う
。神

棚
問
題
の
経
緯
は
「
同
志
社
高
商
の
神
棚
事
件
」
に
詳
し
い

（
９
）

。
石
田
英
雄
は
神
棚
問
題
に
対
し
て
、
遠
ま
わ
し
に
、
同
志
社
の
対

応
を
支
持
し
て
、「
私
は
大
い
に
同
志
社
の
立
場
に
同
情
す
る
」
と
述
べ
、「
何
が
同
志
社
を
そ
う
さ
せ
た
の
か
」
と
問
っ
て
い
る

（
１０
）

。
神

棚
事
件
以
来
、
多
く
の
難
題
が
生
じ
て
い
る
と
伝
え
る
記
事
「
同
志
社
の
問
題
に
つ
い
て

（
１１
）

」
は
、「
序
」
で
い
き
さ
つ
を
紹
介
し
な
が
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②
神
の
国
運
動

（
１６
）

③
農
村
問
題
研
究
会

（
１７
）

④
社
会
的
基
督
教
関
西
連
盟

（
１８
）

⑤
日
本
福
音
学
校

（
１９
）

⑥
市
民
福
音
学
校

（
２０
）

⑦
基
督
教
保
育
連
盟
講
習
会

（
２１
）

⑧
婦
選
獲
得
同
盟

（
２２
）

⑨
皇
軍
慰
問
事
業
所

（
２３
）

⑩
社
会
的
基
督
教

（
２４
）

⑪
基
督
教
報
国
団

（
２５
）

⑫
日
本
基
督
教
連
合
会

（
２６
）

⑭
満
州
基
督
教
開
拓
村

（
２７
）

⑮
南
京
日
華
基
督
教
連
盟

（
２８
）

⑯
朝
鮮
基
督
教
連
合

（
２９
）

後
半
期
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
団
体
や
運
動
に
は
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
が『
基
督
教
世
界
』誌
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。

一
つ
は
時
代
状
況
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
固
有
の
立
場
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
団
体
や
運
動
で
あ
る
。
上
記
の
「
①
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掲
載
さ
れ
た
記
事
の
内
容
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
各
地
域
に
お
け
る
活
動
報
告
で
あ
り
、
あ
る
い
は
教
師
養
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
夏
期
学
校
に
関
す
る
記
事
も
多
く
見
ら
れ
る
。「
表
三
」
で
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
日
曜
学
校
協
会
大
会

を
伝
え
て
い
た
記
事
で
あ
る

（
１３
）

。
こ
れ
ら
の
記
事
は
日
曜
学
校
協
会
大
会
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
前
半
期
に
す
で
に

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
皇
制
国
家
体
制
に
順
応
し
な
が
ら
、
日
曜
学
校
協
会
固
有
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
Ｃ
」
に
よ
る
と
、
一
九
三
九
年
ま
で
は
日
曜
学
校
協
会
の
組
織
は
保
た
れ
て
お
り
、
活
動
も
継
続
さ
れ
て
い
た

（
１４
）

。
事
情
は
各
地
域

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
日
曜
学
校
協
会
に
つ
い
て
は
ま
た
、
時
代
状
況
か
ら
生
じ
た
問
題
と
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
見
ら
れ

た
苦
渋
に
満
ち
た
対
応
な
ど
は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
日
曜
学
校
の
地
域
社
会
に
対
す
る
影
響
が
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
に
対
し
て
小

さ
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

日
曜
学
校
協
会
の
時
代
状
況
へ
の
対
応
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育
同
盟
会
と
の
類
似
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�四

「
Ｄ

キ
リ
ス
ト
教
の
団
体
や
運
動
に
関
す
る
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

後
半
期
に
大
き
く
記
事
数
を
伸
ば
し
た
の
は
、「
Ｄ
」
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
後
半
期
に
『
基
督
教
世
界
』
が
キ
リ
ス
ト
教
団
体

や
そ
の
活
動
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
強
い
関
心
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
端
を
後
半
期
の
記
事
で

新
た
に
扱
わ
れ
た
団
体
や
運
動
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
表
三
」
か
ら
そ
の
対
象
と
な
る
団
体
と
運
動
を
抜
き
出
し
て
み
た
。

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
１５
）

－２６６－



る
。

�五

「
Ｅ

皇
室
や
神
道
に
関
す
る
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

「
Ｅ
」
は
、
後
半
期
に
お
け
る
天
皇
制
国
家
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
対
応
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
団
体
は
、
前

半
期
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
皇
制
国
家
へ
の
忠
誠
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
当
局
は
、
後
半
期
に
は
、
さ
ら
に
徹
底

し
た
天
皇
制
国
家
へ
の
従
順
を
求
め
て
圧
力
を
か
け
て
き
た
。
そ
こ
に
生
じ
た
典
型
的
な
問
題
の
一
つ
が
神
社
不
参
拝
問
題
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
神
社
不
参
拝
問
題
を
め
ぐ
る
一
連
の
記
事
を
見
て
お
こ
う
。
後
半
期
に
入
っ
た
当
初
、
基
督
教
界
は
神
社
問
題
に
対
す
る

立
場
を
率
直
に
表
明
し
て
い
た

（
３２
）

。
当
局
は
、
し
か
し
、
基
督
教
界
の
要
望
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
神
社
不
参
拝
問
題
を
手
が
か
り
と
し

て
圧
力
を
か
け
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
一
連
の
出
来
事
と
し
て
、『
基
督
教
世
界
』
は
キ
リ
ス
ト
教
会
に
関
す
る
記
事

（
３３
）

、
カ
ト
リ
ッ
ク

系
学
校
に
関
す
る
記
事

（
３４
）

を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
圧
力
が
、
一
九
三
一
年
以
降
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
含
む
基
督
教
会
と
キ
リ
ス

ト
教
系
学
校
に
対
す
る
圧
力
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

当
局
は
さ
ら
に
朝
鮮
で
神
社
不
参
拝
問
題
を
取
り
上
げ

（
３５
）

、『
基
督
教
世
界
』
は
つ
い
に
は
文
部
省
通
達
の
靖
国
神
社
参
拝
の
呼
び
か

け
を
掲
載
し
て
い
る

（
３６
）

。

一
連
の
当
局
に
よ
る
圧
力
が
、
ど
の
よ
う
に
教
育
同
盟
会
に
影
響
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
教

育
同
盟
会
に
相
当
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑩
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

も
う
一
つ
は
戦
時
体
制
へ
の
対
応
か
ら
生
ま
れ
た
団
体
や
運
動
で
あ
る
。「
⑨
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮
⑯
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
傾
向
を
持
っ
た
団
体
と
運
動
を
時
系
列
で
見
る
と
、
後
半
期
の
早
い
時
期
に
は
キ
リ

ス
ト
教
の
立
場
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
遅
く
な
る
と
戦
時
体
制
に
応
じ
た
も
の
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。一

連
の
記
事
か
ら
、『
基
督
教
世
界
』
の
性
格
を
語
る
も
の
が
あ
る
。「
社
会
的
基
督
教
」
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
先
に
教
育
同
盟

会
が
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｍ
と
社
会
的
基
督
教
を
批
判
す
る
記
事
を
見
た
。
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
二
年
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

そ
の
前
後
の
一
九
三
一
年
と
一
九
四
〇
年
に
『
基
督
教
世
界
』
は
社
会
的
基
督
教
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
掲
載
し
て
い
る
。
戦
時
体
制

に
順
応
し
た
教
育
同
盟
会
に
対
し
て
、『
基
督
教
世
界
』
は
そ
の
時
期
に
あ
る
種
の
危
険
を
犯
し
て
で
も
基
督
教
の
運
動
を
取
り
上
げ

る
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

基
督
教
連
盟
が
公
に
し
た
声
明
は
、
戦
時
体
制
下
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
系
団
体
の
動
向
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
関
連
す
る
記
事
は
、

そ
の
内
容
か
ら
二
種
類
に
分
別
で
き
る
。
第
一
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
記
事
は
、
各
国
の
基
督
教
と
連
携
し
な
が
ら
世
界
の
平
和
を
確

保
し
て
い
こ
う
と
す
る

（
３０
）

。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
記
事
は
、
戦
時
体
制
へ
の
対
応
を
は
っ
き
り
と
示
し
、
も
は

や
外
国
の
基
督
教
と
連
携
す
る
姿
勢
を
持
た
な
い

（
３１
）

。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
違
い
が
現
れ
た
の
は
、
基
督
教
連
盟
の
場
合
、
日
中
戦
争（
一

九
三
七
年
）
を
境
界
と
し
て
い
る
。

戦
時
体
制
へ
の
順
応
を
め
ぐ
っ
て
、
教
育
同
盟
会
に
は
基
督
教
連
盟
の
よ
う
な
は
っ
き
り
と
し
た
分
か
れ
目
が
認
め
ら
れ
な
い
。
教

育
同
盟
会
の
場
合
、
も
う
少
し
早
い
時
期
に
、
た
と
え
ば
「
御
殿
場
に
お
け
る
基
督
教
々
育
同
盟
会
主
催
の
夏
期
学
校
」（『
基
督
教
世

界
』
第
二
五
三
一
号
、
一
九
三
二
年
八
月
十
一
日
）
に
そ
の
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
そ
の
後
こ
の
傾
向
を
強
め
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
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そ
の
立
場
で
あ
る

（
３７
）

。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
島
重
は
、
戦
時
体
制
の
枠
組
み
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
そ
の
こ
と
に
多
く
を
割
か
な
い
。
む

し
ろ
、
枠
組
み
の
中
で
中
島
自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
多
く
述
べ
て
い
る

（
３８
）

。
他
方
、
渡
瀬
常
吉
は
、
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
の
探
求
を

主
張
し
て
い
る

（
３９
）

。

戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
社
会
的
枠
組
の
中
で
発
言
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
Ｆ
」を
検
討
す
る
と
、

そ
の
内
容
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
体
制
の
枠
組
み
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
な
お
各
自
が
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の

可
能
性
を
論
じ
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
「
Ｆ
」
の
多
様
性
は
、
こ
の
時
期
の
教
育
同
盟
会
を
特
色
付
け
て
い
る
。
教
育
同
盟
会
や
基
督
教
連
盟
は
戦

時
体
制
が
進
む
と
、融
通
が
利
か
な
い
ま
で
に
そ
の
枠
組
み
の
中
に
自
ら
を
お
い
た
。キ
リ
ス
ト
教
界
を
代
表
す
る
諸
団
体
に
と
っ
て
、

融
通
の
利
か
な
い
ま
で
に
体
制
に
順
応
す
る
こ
と
が
組
織
を
守
る
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
基
督
教
世
界
』

誌
に
は
、
同
じ
枠
組
み
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
、
ま
だ
多
様
な
発
言
を
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

三

結

語

後
半
期
の
『
基
督
教
世
界
』
に
見
出
さ
れ
る
一
連
の
関
連
記
事
は
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
教
育
同
盟
会
に
二
面
性
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。
戦
時
体
制
へ
の
順
応
と
そ
の
枠
内
で
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
の
継
続
で
あ
る
。

戦
時
体
制
へ
の
順
応
に
関
し
て
、
教
育
同
盟
会
と
類
似
し
た
対
応
を
示
し
た
の
は
、
基
督
教
連
盟
と
日
曜
学
校
協
会
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
団
体
も
ま
た
、
体
制
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
が
担
っ
た
課
題
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
。

教
育
同
盟
会
と
時
に
違
っ
た
対
応
を
示
し
た
の
が
、
個
々
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
や
キ
リ
ス
ト
教
団
体
あ
る
い
は
、『
基
督
教
世
界
』
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�六

「
Ｆ

そ
の
他
の
関
連
記
事
」
と
教
育
同
盟
会

後
半
期
に
お
け
る
「
Ｆ
」
の
特
色
の
一
つ
は
、「
表
三
」
に
あ
げ
ら
れ
た
関
連
記
事
の
多
さ
で
あ
る
。
前
半
期
で
は
「
Ｆ
」
に
分
類

さ
れ
た
論
説
が
、「
表
四
」
に
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
後
半
期
に
な
る
と
「
表
三
」
に
も
史
料
的
価
値
を
も
つ
「
Ｆ
」
の
記
事
が
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
を
見
る
と
、
宗
教
団
体
法
の
史
料
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
史
料
、
そ
の
他
当
局
の
通
達
な
ど
が
あ
る
。

「
表
四
」
を
見
る
と
、「
Ｆ
」
に
分
類
さ
れ
た
論
説
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
量
的
に
見
て
も
、
全
体
の
約
三
分
の
二
を
「
Ｆ
」
が

占
め
て
い
る
。
内
容
も
多
彩
で
、
宗
教
法
案
、
基
督
教
の
社
会
的
使
命
、
軍
備
縮
小
と
平
和
問
題
、
総
選
挙
、
男
女
関
係
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
、
日
本
精
神
と
基
督
教
、
時
局
と
基
督
教
な
ど
を
扱
っ
た
論
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は『
基
督
教
世
界
』誌
上
で
活
発
な
論
説
活
動
が
、

後
半
期
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
直
後
の
論
説
と
見
解
を
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
戦
時
体
制
下
の
キ
リ
ス
ト
教
に
は
二

つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
体
制
に
順
応
す
る
こ
と
と
そ
の
中
で
可
能
な
キ
リ
ス
ト
教
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
戦

時
体
制
が
最
も
高
揚
し
た
時
期
の
一
つ
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
時
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
キ
リ
ス
ト
教
界
は
自
ら
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
、
ま
た
論
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
大
東
亜
戦
争
に
対
す
る
心
構
え
」（『
基
督
教
世
界
』
第
六
号
（
第
二
五
八
一
号
）、
一
九
四
二
年
二
月
十
九
日
）
に
ま
と
め
ら
れ

た
指
導
者
の
見
解
に
は
、
体
制
へ
の
順
応
と
キ
リ
ス
ト
教
活
動
を
一
組
と
み
な
し
た
見
解
が
多
く
あ
る
。
吉
崎
敏
雄
・
藤
崎
五
郎
・
小

崎
道
雄
・
伊
藤
興
雄
・
大
野
寛
一
郎
に
こ
の
理
解
が
認
め
ら
れ
る
。
山
形
国
義
と
中
村
万
作
に
は
、
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言
及
が

あ
る
。

論
説
を
見
る
と
、
戦
時
体
制
の
見
解
を
前
面
に
出
し
、
そ
の
枠
内
に
キ
リ
ス
ト
教
を
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
海
老
沢
亮
が
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（
７
）

一
部
の
不
安
を
抱
か
し
め
る
風
評
を
打
ち
消
す
た
め
の
文
部
省
訪
問
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
基
督
教
々
育
家
と
文
部
大
臣
の
会
見
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
三
九
号
、
一
九
四
〇
年
六
月
十
三
日
。

（
８
）

新
体
制
に
即
応
し
た
精
神
教
育
、
興
亜
教
育
を
樹
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
樹
立
さ
れ
ん
と
す
る
基
督
教
新
体
制
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
四
五
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
十
二
日
。

（
９
）

「
同
志
社
高
商
の
神
棚
問
題
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
六
七
八
号
、
一
九
三
五
年
六
月
二
七
日
。

（
１０
）

石
田
英
雄
「
同
志
社
神
棚
問
題
と
吾
人
の
責
務
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
六
七
九
号
、
一
九
三
五
年
七
月
四
日
。

（
１１
）

「
同
志
社
の
問
題
に
つ
い
て
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
九
一
号
、
一
九
三
七
年
九
月
九
日
。

（
１２
）

今
中
次
麿
「
同
志
社
の
問
題
に
つ
い
て
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
九
三
号
、
一
九
三
七
年
九
月
二
三
日
。

（
１３
）

日
曜
学
校
協
会
大
会
を
伝
え
て
い
た
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
六
七
一
号
は
、「
第
二
十
回
日
曜
学
校
大
会
」
を
誤
っ
て
「
第

二
十
二
回
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
日
本
日
曜
学
校
協
会
第
十
六
回
大
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
五
八
号
、
一
九
二
七
年
四
月
十
四
日
。

「
第
二
十
二
回
日
本
日
曜
学
校
大
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
六
七
一
号
、
一
九
三
五
年
九
月
九
日
。

「
名
古
屋
に
開
か
れ
た
る
第
二
十
一
回
日
曜
学
校
大
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
七
一
号
、
一
九
三
七
年
四
月
二
十
二
日
。

「
第
二
十
二
回
日
本
日
曜
学
校
大
会
記
」『
基
督
教
世
界
』
二
八
七
二
号
、
一
九
三
九
年
四
月
十
三
日
。

（
１４
）

一
九
三
九
年
に
開
催
さ
れ
た
日
曜
学
校
協
会
の
大
会
を
報
じ
る
記
事
が
、
当
時
の
組
織
や
活
動
状
況
を
知
ら
せ
て
い
る
。

「
第
二
十
二
回
日
本
日
曜
学
校
大
会
記
」『
基
督
教
世
界
』
二
八
七
二
号
、
一
九
三
九
年
四
月
十
三
日
。

（
１５
）

同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
二
九
八
号
、
一
九
二
八
年
一
月
二
六
日
。

（
１６
）

神
の
国
運
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
神
の
国
運
動
宣
言
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
三
九
〇
号
、
一
九
二
九
年
十
一
月
十
四
日
。

（
１７
）

農
村
問
題
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
第
一
回
農
村
問
題
協
議
会
宣
言
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
七
七
号
、
一
九
三
一
年
七
月
二
三
日
。

（
１８
）

社
会
的
基
督
教
関
西
連
盟
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
社
会
的
基
督
教
関
西
連
盟
成
る
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
八
八
号
、
一
九
三
一
年
十
月
八
日
。

（
１９
）

日
本
福
音
学
校
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

日本組合基督教会系新聞に見る基督教々育同盟会（三）－２７３－

誌
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、戦
時
体
制
に
対
応
し
た
こ
と
は
、あ
る
程
度
ま
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
育
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
が
手
段
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
が
主
体
性
を
失
っ
た
協
力
で
あ
っ
た
の
か
は
、
判
別
が
難
し
い
。

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
教
育
同
盟
会
の
位
置
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
教
育
同
盟
会
自
身
が
自
ら
の
歴
史
に
対
す
る
評
価
を

下
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

注

（
１
）

追
加
資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

「
基
督
教
学
校
教
育
同
盟
の
歩
み
」『
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
の
現
状
』
三
三
八－

三
四
二
頁
。

（
２
）

聖
書
教
授
要
目
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
日
本
基
督
教
々
育
同
盟
関
西
教
育
研
究
委
員
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
二
五
号
、
一
九
三
二
年
六
月
三
十
日
。

「
御
殿
場
に
於
け
る
基
督
教
教
育
同
盟
会
主
催
の
夏
期
学
校
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
三
一
号
、
一
九
三
二
年
八
月
十
一
日
。

（
３
）

聖
書
教
科
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
日
本
基
督
教
々
育
同
盟
関
西
教
育
研
究
委
員
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
二
五
号
、
一
九
三
二
年
六
月
三
十
日
。

「
緊
急
裡
に
協
議
を
進
め
た
基
督
教
々
育
同
盟
会
総
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
八
三
〇
号
、
一
九
三
八
年
六
月
十
六
日
。

（
４
）

教
育
同
盟
会
代
表
者
の
大
陸
訪
問
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
教
育
同
盟
代
表
大
陸
訪
問
派
遣
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
号
（
二
六
〇
四
号
）、
一
九
四
二
年
八
月
六
日
。

（
５
）

教
育
同
盟
会
の
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｍ
と
社
会
的
基
督
教
に
対
す
る
批
判
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
御
殿
場
に
於
け
る
基
督
教
教
育
同
盟
会
主
催
の
夏
期
学
校
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
三
一
号
、
一
九
三
二
年
八
月
十
一
日
。

（
６
）

御
真
影
奉
戴
の
推
進
と
そ
の
件
に
消
極
的
な
一
部
学
校
に
対
す
る
批
判
は
、
次
の
記
事
に
言
及
が
あ
る
。

「
御
殿
場
に
於
け
る
基
督
教
教
育
同
盟
会
主
催
の
夏
期
学
校
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
三
一
号
、
一
九
三
二
年
八
月
十
一
日
。
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「
満
州
事
変
と
基
督
教
連
盟
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
九
一
号
、
一
九
三
一
年
十
月
二
九
日
。

「
欧
米
各
国
基
督
教
団
体
に
対
し
て

日
本
基
督
教
連
盟

常
議
員
会
」『
基
督
教
世
界
』
一
九
三
二
年
四
月
二
八
日
。

「
時
局
に
関
す
る
進
言
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
一
六
号
、
一
九
三
二
年
四
月
二
八
日
。

「
平
和
確
保
に
関
す
る
宣
言

全
国
基
督
教
協
議
会

日
本
基
督
教
連
盟
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
四
八
号
、
一
九
三
二
年
十
二
月
八
日
。

（
３１
）

基
督
教
連
盟
の
声
明
で
、
戦
時
体
制
へ
の
対
応
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
基
督
教
連
盟
の
時
局
に
関
す
る
声
明
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
八
〇
四
号
、
一
九
三
七
年
十
二
月
九
日
。

「
国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
の
基
本
方
針
に
対
す
る
基
督
教
の
実
施
教
科
案

日
本
基
督
教
連
盟
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
八
九
二
号
、
一
九

三
九
年
八
月
三
一
日
。

（
３２
）

神
社
問
題
に
関
す
る
基
督
教
関
係
者
の
率
直
な
表
明
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
神
社
問
題
と
基
督
教
連
盟
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
一
二
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
二
四
日
。

「
神
社
問
題
に
関
す
る
進
言
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
一
七
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
二
九
日
。

（
３３
）

神
社
不
参
拝
問
題
に
関
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
対
す
る
圧
力
と
考
え
ら
れ
る
出
来
事
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
大
垣
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
教
会
と
認
め
ぬ
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
六
八
号
、
一
九
三
一
年
五
月
二
一
日
。

（
３４
）

神
社
不
参
拝
問
題
に
関
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
に
対
す
る
圧
力
と
考
え
ら
れ
る
出
来
事
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
神
社
不
参
拝
問
題

全
国
的
に
波
及
？
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
四
三
号
、
一
九
三
二
年
十
一
月
三
日
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
御
難

海
星
中
学
校
か
ら
も
配
属
将
校
を
引
き
揚
ぐ
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
五
六
号
、
一
九
三
三
年
二
月
九
日
。

「
配
属
将
校
の
引
揚
げ
か
ら

上
智
大
学
さ
わ
ぐ
！
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
五
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
十
六
日
。

「
暁
星
中
学
校
長
が
文
部
省
へ
嘆
願
書
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
五
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
十
六
日
。

（
３５
）

朝
鮮
に
お
け
る
神
社
不
参
拝
問
題
を
伝
え
る
の
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。

「
神
社
不
参
拝
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
総
督
府
の
通
牒
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
一
六
号
、
一
九
三
六
年
三
月
二
六
日
。

（
３６
）

『
基
督
教
世
界
』
が
靖
国
神
社
参
拝
の
呼
び
か
け
を
掲
載
し
た
の
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。

「
靖
国
神
社
の
臨
時
大
祭
に
際
し
全
国
民
の
黙
祷
を
希
望
す
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
八
二
二
号
、
一
九
三
八
年
四
月
二
一
日
。

（
３７
）

海
老
沢
亮
「
太
平
洋
の
異
変
と
新
秩
序
の
建
設
」『
基
督
教
世
界
』
第
三
〇
一
〇
号
、
一
九
四
一
年
十
二
月
十
八
日
。

（
３８
）

中
島
重
「
天
意
我
に
在
り
、
我
又
天
意
に
則
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」『
基
督
教
世
界
』
第
三
〇
一
一
号
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
。

（
３９
）

渡
瀬
常
吉
「
大
東
亜
戦
争
と
基
督
教
の
革
新
的
展
望
」『
基
督
教
世
界
』
第
六
号
（
第
二
五
八
一
号
）
一
九
四
二
年
二
月
十
九
日
。
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「
日
本
福
音
学
校
開
校
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
千
五
百
五
号
、
一
九
三
二
年
二
月
十
一
日
。

（
２０
）

市
民
福
音
学
校
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
盛
大
な
る
第
一
回
市
民
福
音
学
校
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
一
五
号
、
一
九
三
二
年
四
月
二
一
日
。

（
２１
）

基
督
教
保
育
連
盟
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
第
一
回
基
督
教
保
育
連
盟
講
習
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
五
三
三
号
、
一
九
三
二
年
八
月
二
五
日
。

（
２２
）

婦
選
獲
得
同
盟
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
婦
選
獲
得
同
盟
の
方
針
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
〇
八
号
、
一
九
三
六
年
一
月
三
十
日
。

（
２３
）

皇
軍
慰
問
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
皇
軍
慰
問
部

慰
問
袋
内
容
の
参
考
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
七
八
八
号
、
一
九
三
七
年
八
月
十
九
日
。

（
２４
）

社
会
的
基
督
教
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
社
基
大
会
及
び
特
別
講
演
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
二
六
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
日
。

「
苦
難
の
時
代
的
理
解

社
基
大
会
の
主
題
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
七
九
号
、
一
九
四
一
年
五
月
十
五
日
。

（
２５
）

基
督
教
報
国
団
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
基
督
教
報
国
団
の
結
成
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
九
五
号
、
一
九
四
一
年
九
月
四
日
。

「
基
督
教
報
国
団
組
織
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
九
八
号
、
一
九
四
一
年
九
月
二
五
日
。

（
２６
）

日
本
基
督
教
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
日
本
基
督
教
連
合
会

日
本
基
督
教
連
盟
の
新
名
称
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
九
九
七
号
、
一
九
四
一
年
九
月
十
八
日
。

（
２７
）

満
州
基
督
教
開
拓
村
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
満
州
基
督
教
開
拓
村
」『
基
督
教
世
界
』
第
四
号
（
第
二
五
七
九
号
）、
一
九
四
二
年
二
月
五
日
。

「
満
州
基
督
教
開
拓
村

順
調
に
進
展
す
」『
基
督
教
世
界
』
第
二
四
号
（
第
二
五
九
九
号
）、
一
九
四
二
年
六
月
二
五
日
。

（
２８
）

南
京
日
華
基
督
教
連
盟
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
南
京
日
華
基
督
教
連
盟
の
創
立
」
第
十
四
号
（
第
二
五
八
九
号
）、
一
九
四
二
年
四
月
十
六
日
。

（
２９
）

朝
鮮
基
督
教
連
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
に
史
料
が
あ
る
。

「
強
化
奉
公
を
目
ざ
し
朝
鮮
基
督
教
連
合
総
会
」『
基
督
教
世
界
』
第
十
五
号
（
第
二
五
九
〇
号
）、
一
九
四
二
年
四
月
二
三
日
。

（
３０
）

基
督
教
連
盟
の
声
明
で
、
世
界
の
平
和
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
報
道
し
た
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

－２７４－


